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にを意】 


1) 本製品及び本書は株巧会社アイ-スー-データ機器の著作物です。 

したびって、本製品及び本書の一部またはを部を無断で複製、複写、転載、改変することは法律で禁 
じられています。 

2) 本ヴポートソフトウェアに含まれる著作権等の知的財産権は、お客様に移転されません。 

3) 本サポートソフトウェアのソースコードじついては、如何なる揚合ちお客様に開示、使用許諸を致し 
ません。また、ソースコードを解明するためじ本ソフトウェアを解析し、逆アセンブルゆ、逆コンパ 
イル、またはその他のリバースエンジニアリングを禁止します。 

4) 書面じよる事前承諸を得ずに、本サポートソフトウェアをタイ厶シェアリング、リース、レンタル、 
販売、移転、ヴブライセンスすることを禁止します。 

5) 本製品は、医療機器、原モカ設備ゆ機器、航空宇宙機器、輸送設備ゆ機器など人命に関る設備ゆ機器、 
及び高度な信頼性を必要とする設備ゆ機器としての使用またはこれらに組み込んでの使用は意図され 
ておりません。これら、設備ゆ機器、制御システ厶などに本製品を使用され、本製品の故障じより、 
人身事故、乂災事故、社会的な損害などび生じてち、弊社ではいかなる責任ち負いかねます。設備ゆ 
機器、制御システ厶などにおいて、冗長設計、乂ぶ延焼対策設計、誤動作防止設計など、まを設計に 
巧全を期されるよ5ご注意願います。 

6) 本製品及び本書の巧容じつし^ては、改良のためじず告なく変更することびあります。 

7) 本製品及び本書の巧客じついて、不審な点ゆお気づきの点びございましたら、弊社サポートセンター 
までご連絡 < ださい。 

8) 本サポートソフトウェアの使用(こあたっては、バックアップ保ちの目的に限り、各1部だけ複写できる 
ちのとします。 

9) お客様は、本サポートソフトウェアを一時に1台のパソコンじおいてのみ使用することびできます。 

10) お客様は、本製品または、その使用権を第兰音に対する再使用許詰、譲渡、移転またはその他の処分 
を行5ことはでさません。 

11) 弊社は、お客様び〔ご注意】の諸条件のいずれかじ違反されたとさは、いつでち本製品のご使用を終 
了させることびできるちのとします。 

12) 本製品は曰本国の仕様です。本製品を曰本国外で使用された揚合、弊社は一切の責任を負いかねます。 
また、弊社は本製品に関し、曰本国外への技術サポート、及びアフターサービス等を行っておりませ 
んので、ずめご了承ください 。 (This product is for use only in 」 apan . We bear no responsibility 
for any damages or losses arising from use of , or inability to use , this product outside 」apan 
and provide no technical support or after-service for this product outside 」 apan .) 

13) 本製品は「外国為替及び外国貿易法」の規定じより戦略物資等輸出規制製品に該当する揚合びありま 
す。 

国外に持ち出す際には、曰本国政府の輸出許可申請などの手続きび必要じなる揚合びあります。 

14) 本製品を運用した結果の他への影響じついては、上記じかかわらず責任は負いかねますのでご了承< 
ださし、。 


• I -0 DATA は、株巧会なアイ-スー-データ機器の登録商標です。 

• (’ CONNECT および i ’ CONNECT の□ゴは、株巧会社アイ-スー-データ機器の商標です。 

• Microsoft , Windows は、米国 Microsoft Corporat ion の登録商標です。 

• Apple , Macintosh , Power Macintosh , PowerBook , Mac , Mac OS □ゴおよびその標章は、米国 Apple 
Computer , Inc . の登録商標です。 

• iMac , iBook , Power Mac は、米国 Apple Computer ， Inc . の商標です。 

• その他、一般に含な名、製品名は各社の商標または登録商標です。 



必ずお守り〈ださい 


ここでは、お使いじなる方への危害\財産への損害を未然に防ぎ、安をじ正し< 
お使いいただ<ためのを意事項を記載しています。 

ご使用の際には、必ず記載事項をおすり<ださし、。 

This product is for use only in Japan. We bear no responsibility for anv damages or 
losses arising from use of, or inability to use, this product outside Japan and provide 
no technical support or after-service for this product outside Japan. 



警告およびを意事項 



Add 

この表示を無視して誤った取りおいをすると\人体に多大 

な損傷を負う可能性び想定されるの客を示しています。 

A\u n 

この表示を無視して誤った取りおいをすると、人び損傷を負 

う可能性又は物的損害のみの発生び'想定されるの客を示して 

います。 



F 絵記号の意味 



A この記号はを意（警告を含を）を促す巧客を告げるちのです。 
記号の中やお<じ具体的な巧客び書かれています。 


例） 




「発乂を意」を表す絵表示 


0 


この記号は禁止の行為を告げるちのです。 

記号の中やお< I こ具体的な巧客び書かれています。 



「分解禁止」を表す絵表示 



この記号は必ず行っていただきたい行為を告げるちのです。 
記号の中ゆお< I こ具体的なの客び書かれています。 



「電源プラグを抜<」を表す絵表示 














必ずお守り < ださい 


A 警告 


A 本製品を使用する場合は、ご使用のパソコンや周辺機器のメー 
™ 力一が指示している警告、注意表示を厳守して〈ださし、。 

C 煙が出たり、変な臭いや音がしたら、すぐに使用を中止 
して〈ださい。 

巧涼グ 電源を切ってコンセントから電源プラグを抜いてください。そのまま使巧す 

ると乂ぶ-感電の原因となります。 


本製品を修理-改造-分解しないで〈ださい。 

乂ぶや感電、やけど、動作不良の原因になります。 


修理は蝶社修理係にご依頼ください。分解したり、改造した揚ち、保証期間 
であつてち有償修理となる揚ちびあります。 


A 本製品を取り付ける場合は、必ず本書で接続方法をご確認 
になり、が下のことにご注意〈ださい。 

• 接続クーブルなどの部品は、必ず添が品または指定品をご使巧<ださし、。 
故障や動作不良の原因じなります。 

• 接続するコネクタやクーブルを間違えると、パソコン本体やクーブルから 
発煙したり乂巧の原因じなります。 


〇 本製品の取り付け、取り外しの際は、必ず本書で、取り付 
_ け取り外し方法をご確認ください。 

間違った操作を行うと乂ぶ-感電-動作不良の原因となります。 


0 

禁止 


本体を濡らしたり、お風呂場では使用しないで〈ださい。 

乂ぶ•感電の原因となります。お風呂揚、雨天、降雪中、海岸、水辺での 
ご使巧は、特にごを意<ださし、。 


0 

禁止 


濡れた手で本製品を扱わないで〈ださい。 

感電や、本製品の故障の原因となります。 




必ずお守り < ださい 


〇 


AC アダプタについてはが下にご注意〈ださい。 

♦必ず添付または指定の AC アダプタを使巧してくださし、。 

•電源コードを加工したり、無理に巧げたり、ねじったり、引っ張ったり 
しないでくださし、。 

•電源コードを AC コンセントから抜く揚ちは、必ずプラヴ部分を持って 
抜いて<ださい。コードを引っ張ると、断線または短絡して、乂巧および 
感電の原因となることびあります。 

♦電源コードの電源プラグは、濡れた手で AC コンセントに接続したり、 
抜いたりしないで<ださい。感電の原因となります。 

参電源コードび AC コンセントに接続されているときには濡れた手で 
パソコン本体に触らなし^でください。感電の原因となります。 

•AC アダプタじちのを乗せたり、かぷせたりしないでください。 

♦保温-保湿性の高いちのの近くで使巧しないでくださし、。 

(じゅうたん、スポンジ、ダンボール、発泡スチ□ールなど） 

♦本製品を長時間使わなしけ易ちは、 AC アダプタを電源から抜し^てくださし、。 
AC アダプタを長時間接続していると、電力消費-発熱します。 



必ずお守り < ださい 


A を意 


A 本製品を使用中にデータなどが消失した場合でも、データ 
などの保証は一切いたしかわます。 

ノ\ー ドディスクや M 0 ディスクは消耗品です。 

故障に備えて定期的にバックアップをお取りくださし、。 


0 

禁止 


本製品はが下のような場所で保管•使用しないでくださし、 

故障の原因じなることびあります。 

•振動ゆ衝撃の加わる揚所 
•直射曰光のあたる場所 
参湿気や巧コ IJ び多い揚所 
•温度差の激しい場所 

•熱の発生する物のおく（ストーブ'、ヒータなど） 

参強し作な力電腹の凳生する物のお< 

(磁石、ディスプレイ、スピーカ、ラジス、無線機など） 

参水気の多い場所（台所、浴室など） 

参傾いた揚所 

•腐食性刀ス雰囲気中 （C I 2、 H 2 S 、 NH 3、 S 02、 NOx など） 

参静電気の影響の強い場所 


くく使巧時のみの制限>〉 

•保温、保湿性の高いちののおく（じゆうたん、スポンジ、ダンボール、 
発泡スチ□ールなど） 

•製品に通気孔びある揚ちは、通気孔びみさびるような場所 


0 アクセスランプ点な中に電源を切ったり、パソコンをリセ 
ットしないで〈ださい。 

お止 

故障の原因じなったり、データび消失するおそれびあります。 


/〇本製品は精密部品です。が下のを意をして〈ださい。 

♦落としたり、衝撃を加えない 


禁止 


参本製品の上に水などの液体や、クリップなどのル部品を置かない 


参重いちのを上じのせない 

•本製品のそばで飲食-喫煙などをしなし、 


iv 




必ずお守り < ださい 


本製品のコネクタ-基板部分には触れないで〈ださい 

基板部分は、とびっている揚合びあります。誤って触れるとけびの原因と 
なります。 

また、基板部分に触れると静電気により、本製品び破壊されるおそれびあり 
ます。 

本体についた巧れなどを落とす場合は、柔らかい布で乾拭 
きしてください。 

参洗剤でちれを落とす揚ちは、必ず中性洗剤を水で薄めてご使巧<ださし、。 
参ベンジン、アルコール、シンブー系の溶剤を含んでいるちのは使巧しなし、 
でくださし、。 

参市販のク U —ニンヴキットを使巧して、本製品のクリーニンヴ作業を行わ 
ないで<ださい。故障の原因となります。 

本製品内部で結露させたまま使わない。 

時間をおいて、結露びなくなってからお使いくださし、。 

本製品を寒い所から暖かい揚所へ移動したり、部屋の温度び急に上昇する 
と、巧部び結露する揚ちびあります。 

そのまま使うと誤動作や故障の原因となる揚ちびあります。 

本製品内部およびコネクタ部に液体、金属、たばこの煙 
などの異物が入らないようにして〈ださい。 

動作中にケーブルを激し〈動かさないで〈ださい。 

接触不良およびそれによるデータ破壊などの原因となることびあります。 

本製品（ソフトウェア含む）は、日本国内仕様です。 

本製品を曰本国外で使巧された揚ち、蝶社は一切責任を負いかねます。ま 
た、弊社は本製品に関し、曰本国外への技術サポート、およびアフターサー 
ビスなどを行っておりません。あらかじめ、ご了承<ださし、。 


A 前 社 社香^ § 


V 



必ずお守り < ださい 


使用上のごを意 


•本製品にアクセス中は、省電カモードにしない 

本製品にアクセスしている最中は\スタンバイ/休止/スリープなどの省電力 
モードじしないでください。 

•本製品にソフトウェアをインストールしない 

0 S 起動時(こ実行されるプ□グラ厶び'見つからな<なる等の理由じより\ソつ卜 
ウェア（ワープ□ソフト、ヴー厶ソつ卜など）び正常(こ利用できない場合び 
あります。 

•他の USB 機器を使う場合は、下記に注意する 

-本製品の転送速度が遅〈なることがあります 

-本製品を USB ハブに接続しても使えないことがあります 

その場合は\パソコンの USB ポートに接続して<ださし、。 

•本製品から 0 S は起動できない 

本製品からの 0 S 起動はヴポートされておりません。 


•Mac OS と Windows で併用はできない 

つスーマット形巧の違い(こより\併用することはできません。 

•Mac OS X でコピーする際は、ファイルシステムの違いに注意する 

コピー元とコピー巧でつァイルシステ厶び異なると\エラーび発生する場合び 
あります。その場合は\つァイル名（文字や文字数）を変えて<ださい。 

本製品を 「Mac OS 拡張」で初期化して使うことをおすすめします。 

•下記の2つのケーブルを本製品に同時に接続しない 

故障の原因となります。 

-添けの USB クーブル 
-別売の i ‘ CONNECT 巧麻オプション 


Vi 






必ずお守り < ださい 


•添付の USB ケーブルを接続したときのみ、電源連動機能が働く 

i ‘ CONNECT 巧/®オプションを接続した場合は\電源連動機能は働きません。 

また\電源連動機能び働くと\電源スイッチを 「 ON 」 じしただけではドライブ 
の電源ランプは点灯しません。 

起動済みのパソコンじ接続するとドライブの電源ランプび点灯します。 

電源連動機能じついては 26 ページの参考をご覧 < ださい。 


VII 



お読みになる前に 


このたびは、本製品をお買い上げいただき、誠じありびとうございます。 

ご使用の前(こ本書をよ<お読みいただき、正しいお取りおいをお願いします。 



呼び方 



□ □□ 

n n 

□ □□ 

H^iLD D D D 

Wndov^s XP 

M crosoft® VVndov\s@ XP hbn® Edi ti on QDerati ng System 

M crosoft® Wndov\s® XP Prof ess i oral 封 i ti on 03 erati ng System 

Wndov^ 2000 

M crosoft® Wndov\6® 2000 Professi onal QDerati ng System 

Wndov^s 

M crosoft® Wndov^s® M11 enni umEdi ti on QDerati ng System 

Wndov^s 98 

Mcrosoft® Wndov\6® 98 QDerati ng Systeng □ □ 

M crosoft® Wndov\s@ 98 Second Edi ti on QDerati ng Systeng □ □ 

Wndow 98 汪 

M crosoft® Wndov\6® 98 Second Edi ti on QDerati ng System 

Wndow W98 

Wndov\s W □ □ Wndov\6 98 〇 D D 

Wndov^s 

Wndov^s W98n Wndov^s 2000 □ D D 

m ： CB9 

I\^c C6 90 9. 2. 2D D D 

|\4c CB X 

|\^c C6 10. 0. 3D 10. の □ □ 



マークの説明 



注意 

_□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


り 

^参考> 


参考 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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Memo 





はじめに 


箱の中には 1 . 2 

箱の中のちのを確認します。 


動作環境 _1 . 4 

本製品を使うことびできるパソコン環境を説明します。 


各部の名称 _1 . 6 

スイツチなどの名前と機能を説明します。 





添付品を取り付けよう 



添付品を取りけける方法を説明します。 


8 


お使いの 0 S は？ 1 . 10 

お使いの OS じ合ったページを案のしています。 


1 



















箱の中には 


箱の中には I ソ下のちのび入っています。 

[□(こチェックをつけなびら、ご確認くださし、。 

巧び一不足品びございましたら、弊なサポートセンターまでご連絡ください。 



箱-お包ネオは 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

イラストについて 

_□□□□□□□□□□□□□□□□ _ 



2 


















箱の中には 


厂 HDA . HDP / US 2 シリーズサポートソフト （1 枚） 

[ハイブリツド CD-ROM ( Windows/Mac OS )] 

/ - 

•USB 2.0 CC サポートソつ卜（クーブル用ドライバ) 

- ASP I FORM (Windows Me /98 用つスー マットソフト） 



|7 HDA - iU シリーズ取扱説明書 （1 冊） [本書] 
厂 HDA シリーズのハードウエア仕様 （ 1枚） 
厂ユーザー登録力ード （ 1枚） 

厂ハードウエア保証書 （1 枚） 








動作環境 


本製品を使うことのできるパソコン環境を説明します。 



対応機種および対応 0 S 



次の条件を満たすこと 

□ □□□□□□□□□晒 □□□□□□□ □ 

《 -U5B 2. の 2. の □□□□□□□□□□□□ 

□ □□U5B 2 の □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

■)!C-U5BL1DDDDDDDDDDDDDDLBBDDDDDDDDDDD 

□ 服 ra[][] □□□□□□□ □□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□ぶ B1.!□□□□□□□□□□□ 

_□ □□□□□□□□□□□□□□の曙 □□□□□□□□□ _ 


対応機種 

対応日 S (日本語版のみ） 

NEC PC 98 -NX シリーズ， 

D 0 S/V マシン※ 

Windows XP 

Windows 200〇 ※ s 

Windows Me 

Windows 98 (SE を含を） 


《•1 □□□□□ cmB □□□□□□ DC 6/ VDI ： □□□□□□ □□□□□□□ 

. 乂 2 □ □ □ □ (2 卿 7DDDD)DDDDDDDLBB11DDDDDDDDD 
□ □ □ CVnaBook SS PCRTHE 6000 □ CynaBook Sat el I i te252 の □ □ □ 

SO 忙の e-note iy26aD<2/IVEGODG 

《-3 □□□□LBBl. の □□□□□□□□□ PRESARI 0 356 が 3567/3576/ 

358]/3590 〇 翊 □□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□ □□□□□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
. 乂 4 ぶの □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □ □ □ (翊 □ □) 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

DDDDDD(92DDD) 

乂 -5 □□□ U5B2-ra[] □□□□□□□□□□ LBB 2 . の □□□□□□□□□□ □ 
DDDDDDDDDD 2.00 DDDDDDDDDDD 
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動作環境 


対応機種 

対応日 S ( 日本語版のみ） 

Apple iMacCiMac DV を含む )， iBook 
PowerMac G4 Cube, 

PowerMac G4, 

PowerMacintosh G3 

(Blue & White), 

PowerBook G4, 

PowerBook G3(Bronze keyboard) 

Mac 0 SX 6 9-9. 2. 2 

Mac 0 SX 6 10.0 .3 〜 10.1 


《-6 LBB1. !□□□□□□□□□□□ 


己 






各部の名称 


スイツチなどの名前と機能を説明します。 



HDA - iU シリーズ 


•前背面 




—前面一 一背面一 
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各部の名称 









_ 添付品を取り付けよう 

添付品の取の巧けじついて説明します。 


縦置きで使う〜スタンドの取り付け〜 
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添が品を取りけけよう 



本製品を安定した場抓こ置き\ 4個所にラバーフットを取り付けます。取りけけた 
後は\ラバーフットを下(こして置いてください。 

^本製品を他の HDA シリーブや MOA シリーブの上に重ねて使用する場合は\ラバー 
つットは取り巧けないで<ださい。 




MOA シリーブや他の HDA シリーブと重ねて置けます。（本製品を含めて2台まで) 
下(こ置くちのじは\上をご覧じなり\ラバーつットを取り巧けてください。 

上(こ重ねるちのは\そのまま図のようじ置いて<ださい。 
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お使いの OS は？ 


ここでは、お使いの OS (こ台ったページを案のしています。 
下の表をご覧じなり、それぞれのページへお進みください。 


お使いの 0 S 


Windows XP 

[Windows XP でお使いの場台] 

次ページ 

Windows 2000 

[Windows 2000 でお使いの場合] 

29 ページ 

Windows Me /98 

[Windows Me /98 でお使いの場合] 

49 ページ 

Mac OS 9 

[Mac OS 9 でお使いの場台] 

67 ページ 

Mac OS X 

[Mac OS X でお使いの場合] 

77 ページ 
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Windows XP でお使いの場合 


使えるようにしよう 

本製品を使えるようじします。 



本製品のフスーマツトじついて説明します。 




基本操作について 

本製品を使う上での操作じついて説明します。 
















使えるようじしよう 


はじめて本製品を USB ポート(こ接続する際の手順じついて説明します。 

/コン ピュータの管理者アカウントでログナンします。 

パソコンの電源を入れて 、 Windows XP (こコンピュータの管理者アカウント 
で□グスンします。 



接続する 


USB ポートへの接続(こついて説明します。 



2 . ハードディスクにケーブル、 AC アダプタを接続します。 

① 「 USB クーブルの USB コネクタ （ miniB タイプ）」を、「ハードディスクの 
USB ポート」（こまっすぐじ接続します。 

◎ハードディスクじ、添巧の AC アダプタを接続します。 

◎ AC アダプタを電源コンセントじ接続します。 

















使えるようじしよう 


3 本製品の電源を入れます。 

電源スイッチを 「 ON 」 じします。 



参考 



電源ランプの点灯 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □ □ 

□ □□□□□□□□□□□ 2巧 □□□□□□□□□□□□□ 


4 本製品を USB ポートに接続します。 

「 USB クーブルの USB コネクタ （ A タイプ）」を USB ポートにまっすぐじ接続 
します。 

USB ポートの場所(こついては\パソコンの取お説明書をご覧<ださい。 





ふ 》 巧しい/トドウェアが見つかりまし t 面 

巧し W、 ードウがびインストールされ、ほ用準楠ができました。 


N 


参考 


USB 1.1 ポートに接続した場合は 

□□□□□□□□□□□□ 

LBBZ の □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

义 Wndov\s MxIateD [JLBBS . の □□□□□□□□□□□ 做 2. の[][]口 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


么 髙まではない USB A ブに巧沒している高ま USB デバイス 画 


織雞識«鞭態«、ます。 




が上で本製品は使えるように設定されました。 
次は、本製品が使えるか確認しましよう。 


使えるようじしよう 

5右下に「ふきだし」が表示されます。 

居、きだしの中の表示び変わっていき、最終的に下のようじ表示されます。 
「新しいハードウェアびインストールされ、使用準備びできました。」 


み 巧しいハードウエア巧をつかりました 曲 
1-0 DATA iU-HD 


♦令 ♦ 
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確認しよう 


ここでは本製品び使えるかどうかを確認します。 

/ [マイコンピュータ]を開きます。 

[スタート]一[マイコンピュータ]の順(こク IJ ックします。 

2 [システム情報を表示する]をクリックします。 

「システ厶のタスク」巧じある[システ厶情報を表示する]をク IJ ック 
します。 



ータ 

广 ^ 

クリック 

^- V r 

ゎイルの漏集を）ま示 M わ就:入り曲ツ-ルのヘルプ(ぶ 

0 〇 多户 なま に: フォルダ 国， 


\アドレス嗯マイコンピュ-夕 


、 システムのタスウ 

システム'ちま辰を表示する 
り ブ日ヴラムのお加と肖I臓 
〇 設定を変更する 


この]ンピュータ に巧若されているファイル 

i 广 ] 其ちドキュメント 
P" 7 A のドキュイント 


S [デバイスマネージャ]ボタンをクリックします。 

①[ハードウェア]タブをク IJ ックします。 

◎ [デバイスマネージャ]ボタンをク IJ ックします。 
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確認しよう 

£l [表示]^ [デバイス(種類別)]を選択します。 



デバイス很淵り ) M 
リソ - ス觸頭目 i])(D 
リリース很結目リ ) 叫） 


5 USB コントローラの 名前を確認します。 

① [USBdJniversal Serial Bus ) コント□ーラ]の左じある囚をク U ック 


します。 

与その下び表示されます。 

◎ USB コント□ーラの名前を確認します。 



USB (Universal serial Bus) ~IV 卜 1~1 一っ 


Intel 82371 AB/EB PCI to USB Universal Host Controller J 


USB ル - 下 が 

US 巨 A 容量記 I 席装置デバイス 


1② 確認 


み 


参考 



USB コントローラの 名前は"- 

□ □□□□ 脚 □ Control I era □□□□□□□□□□□□□ 

USB コントローラが2つが上ある場合があります 

□ □□□□□□□□ぶ田 □□□□□□□□□□□□□□□ 

USB コントローラに [!] がかいている 

DDDDDDDDU 5 BDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□ 


6 [表示]一[デバイス(接続別)]を選択します。 
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確認しぶう 


7 USB コントローラの名前を探します。 

手順 5 で確認した USB コント□ーラを探します。 



USB コントロ ーラの位置は • • ■ 

□ □□ぶの 

□ 的 □□□□□□ AZPI (Advanced Cbnf i gurati on and Power I rt erf ace) 
曰翊 □□□□□□ PCD □□□□□□□ □ 


8 USB コントローラの下を確認します。 

USB コント□ーラの下じあるドライバを確認します。 


r Intelfr ) 82371 AB/EB PCI to USB Universal Host Controller 1 

夕確認 

7 探す 

向.. み IKR ルーいけ 1 

^J 

回み USB A 容を記|检装置 デバイス 1 ^ 

J 



[USB ルート ハブ ] に！;!]が付いている 

DDDDDDDDU 5 BDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□ 

[USB 大容量記憶装置デバイス]に [!] が付いている 

□ □□□□□□□□□□□□□□ (3の[][] )□□□□□□□□□□□□ 

[USB 大容量記憶装置デバイス]がない 

□ □□□□□ 畑凹 ）□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 一 


9 「デバイスマネージャ」を閉じます。 

画面ち上じある 國 をクリックします。 


















フナーマットしよう 


本製品をつスーマットします。 

本製品は、最初(こ一度フスーマットしなければ使えません。 

ここでは 、 Windows XP でフスーマットする手順じついて説明します。 

フナーマットすると、データはすべて消去されます " 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

Windows Me/98 と併用する場合は ■■■ 

Wndov\s W98n □□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

Wndov\s XPDDDDDDDDDD Wndov\s W9d[] □□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□(10 迅 □□)□□□□□ 

□ □□□□ 

本製品は「ダイナミックディスク J として使えません 

ぶの □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ Wndov\6 XPD □ □ □ □ □ □ 

□□□□□□□□□□□□□□□□ 

本書でのフナーマツトについて 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□ 


参考 


コンピュータの管理者アカウントでログオンして〈ださい 

Wndov ^ XPDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
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r 


ディスクの初期化 


フス'—マツトしよう 


/ 「コントロールパネル」を起動します。 

[スタート]一[コント□ールパネル]の順にク U ックします。 

与[コント□ールパネル]び起動されます。 

2 「管理ツール」を起動します。 

[パつスーマンスとメンテすンス]一[管理ツール]の順にク IJ ック 
します。 

与 [管理ツール]び'起動されます。 


順にクリック 



3 [コン ピュータの管理]をダブルクリックします。 

与[コンピュータの管理]び起動されます。 



化 [ディスクの管理]をクリックします。 

与「ディスクの初期化と変換ウイプード」び表示されます。 



9ファイルの側がかま示な） ' 

和_今 I 阻 I 面場留 


りンピュータの管5里（□一カル)! 


白ぶ システムツール 
田立イペントピューア 
田 y みちフォルタ 
由ぷ□一カルューザーとヴルづ 
を@バフオ-マンス□ヴと营告 
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フスーマツトしよう 



「ディスクの初期化と変換ウィザード J が表示されない 

□ 比 n® Edi ti on □□□□□□□□□□□□ 比 n® Edi ti 〇の □ □ □ □ □ □ □ □ 
□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□ (22D □□)□□□□□□□□□ 

Home Edition でお使いの場合 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 

即 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 



昇 月ディ 

74.53 加 


(DDCKDDDDDDDDDDDDD 

叫 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ じの □□)□□□□□□ 
□ □□ 



5 [次へ]ボタンをクリックします。 
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フス'—マツトしよう 


ら [次へ]ボタンをクリックします。 



7設定を確認して、[完了]ボタンをクリックします。 

設定び正しいことを確認し、[完了]ボタンをク U ックします。 
^初期化び行われます。 



が上でディスクは初期化されました。 
次は、パーティションを作成します。 
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フスー マツ ト しよう 



パーティションの作成 



/ 「新しいパーティションウィザード」を起動します。 

①フスーマットしたいノ \ー ドディスクの未割り当ての領域をちクリック 
します。 

◎表示された[新しいパーティション]をク IJ ックします。 

「新しいパーティションウイプード」び起動します。 



2 [次へ]ボタンをクリックします。 
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フス'—マツトしよう 


3 [次へ]ボタンをクリックします。 




拡張パーテイシヨンについて 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□ 

DDDn wndov^ XPDDnDDDDDDDnDDDDDDDnDDDD 


4 [次へ]ボタンをクリックします。 


巧しい/卜 



パーティションサイズのを定 

を小サイズとを大サイズの間でパ-ティションのサイズを进折してください。 



最大ディスウ巧域 ( MB )： 38162 

最小ディスウ領域 ( MB )： 8 

バ-テイシヨンサイズ （ MB ) 必： ^ 


〔 <戻る晒 



クリック 



パーテイシヨンサイズについて 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □ □ □ Wndov^ XPDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
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フスーマツトしよう 

5 [次へ]ボタンをクリックします。 



ドライブ义字について 

一参考 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

— □ 


も [次へ]ボタンをクリックします。 




ファイルシステムについて 

□ □□□□□□□ Wndov\6 XPDDDDDDDDDD 肝巧 □□□□□□□□ 

□ □ □ 

□□ 翊 □□□□□□□□□ 翊 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □ □ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□(10 亞 □□)□□□□□□□□ 


2 4 


















































フス'—マツトしよう 


7設定を確認しで、[完了]ボタンをクリックします。 

設定び正しいことを確認し、[完了]ボタンをク U ックします。 
与^パーティションの作成とフスーマツトび行われます。 



フスーマツトじは、容量に麻じた時間びかかります。 

つスーマットび'終むると、「マイコンピュータ」（こハードディスクのアイ 
コンび表示されます。 


W ディスウ 1 

ドけ破 

37.27 GB 
寸ンライシ 


CE ：) 

37.27 GB 

7 ォーマットや：垃输 

畢 



パ;ーシツウ 

ボリューム化:） 

3727曰巨 

37.27 白日 NTFS 

オシライシ 

正常 


作成したパーティションの次回からのフォーマツトについて 

参考 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

— □ 


が上で本製品はフ ナーマッ トされました。 

フォーマット後は、再起動せずにそのまま本製品を使えます。 


2己 






















































基本操作じついて 


本製品を使う上での操作じついて説明します。 


操作 

本製品の電源を入れる 

本ぺージ 

本製品の電源を切る 

本製品を接続する 

28ぺージ 

本製品を取り外す 



本製品の電源を入れる 



電源スイッチを ON じしたままで、電源の入ったパソコンじ接続すると、電源び入り 
ます。（電源連動機能） 


み 


参考 


電源連動機能 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

DDDDDDLBBODDDDDDDDDDDDDDDDDDDOsDDDD 

□ □□□□ 

《 i DCmECTD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□ 


p " 本製品の電源を切る J 


操作 

•パソコンー本製品の順に電源を切る 

1本ページ 

•パソコンの電源を切らずじ本製品の電源を切る 

:次ページ 


•パソコン^本製品の順に電源を切る 

パソコンの電源を切ると、自動的に本製品の電源ち切れます。〔電源連動機能) 
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•パソコンの電源を切らずに本製品の電源を切る 


基本操作じついて 


/タスクトレイのリ厶ーバブルツールをクリックします。 



2 表示された [ USB 大容量記憶装置" •] をクリックします。 

複数の USB 2. 0機器を接続している場合は、 [ USB 乂容量記憶装置デバイ 
ス]の後に表示されるドライブ文字じて区別します。 



[^ク IJ ツク 


USB 六容量記 I 腺店虽デバイス - ドライプを）を志をじ巧口外します 


四]:^ A 聯お 


「取り外しができない J という内容のメッセージが表示された 

©□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

《□□□□□□□□□□□□□□□□•□□□□一 □□□□□□□□□□ 
□ □(□□□□)□□□□□□□□□□□□ 


3 [ハードウエアの取り外し]が表示されたのを確認します。 



A 版巧 逆 


4本製品を USB ポートから取り外します。 

^電源連動機能じよって、本製品の電源は切れます。 
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基本操作じついて 


本製品を接続する 


パソコンの電源を入れていてち切つていてち\本製品を接続できます。 

/本製品の電源スイッチを ON にします。 

2 本製品を USB ポートに接続します。 

_ 本製品を取り外す _ 2 

/本製品の電源を切ります。 

操作は、〔本製品の電源を切る] (26 ページ）をご覧<ださい。 

2 本製品を USB ポートから取り外します。 
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Windows 2000でお使いの場合 


弊社製 USB 2- PCI に接続される場合は 

一参考 J [JLBB 2 .の □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 1.1 の □□ 

□□□□□□□□ 


使えるようにしよう _1 . 30 

本製品を使えるようじします。 


確認しよう _1 . 34 

本製品び使えるよう I こなつたか確認します。 


ソ^ —ゾット しよ つ _1 . 37 

本製品のフスーマツトじついて説明します。 





基本操作について _1 . 46 

本製品を使う上での操作じついて説明します。 
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使えるようじしよう 


はじめて本製品を接続する際の手順じついて説明します。 



USB ケーブルを使えるようにする 



USB クーブルを使えるようじします。 


まだ USB ケーブルを接続しないで〈ださい 

Xt ぶの□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□ 32[] □□□□□&□□□□□□□□□□ 

弊社製 USB 2. 0機器をすでにお使いの方へ 

□ □□□□□□□□□□□□□の同□做2.0 (!：□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□ の曙 □□□□□□ □□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □脚2.0 0 □□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ , 


/パソコンに接続している全ての USB 機器を取り外します。 

をての USB 機器（キーボード、マウスを除く）を取り外します。 


ク Windows 2000に Administrator 権限でログオンします。 

パソコンの電源を入れて 、 Windows 2000じ Administrator 権限で□グスン 
します。 

3 「 HDA - HDP / US 2 シリーズサポートソフト」を挿入します。 

「 HDA ’ HDP / US 2 シリーブサポートソフト」を CD - ROM ドライブじ挿入します。 
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使えるぶうじしぶう 


化 [ DDSETUP ] アイコンをダブルクリックします。 

[マイコンピュータ] 一 [ HDAPUS 2_ xxx ] 一 [ USB 2 CC ] 一 [ DDSETUP ] の順 

(こダブルクリックします。 

乂 xxxD □□□□□□□□□ 

順にダブルクリック 

国今淺卡 D 卡澡 

マイ ]> ピュータ HDAPUS 2 _xxx USB 2 CC DDSETUP 


5 [インストール]を選択します。 

[インストール]を選択し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
与自動でインストールされます。 



このような画面が表示されたときは 

Xt □岡□□□□□□□□□□(□□□□□の□□□□□□□□□□□凹 
□ □ □ Wndov^s 2000 □ □□□(9 の □□)□□□□□□□□ 



も [0 K ] ボタンをクリックします。 


ドが f ス ドライわ卜わ : T 


み 



USB 2.0 CC のインストールがが了しましら^ 
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使えるようじしよう 


7 「 HDA - HDP / US 2 シリーズサポートソフト」を取り出します。 



USB ポートへの接続(こついて説明します。 


S ハードディスクにケーブル、 AC アダプタを接続します。 

① 「 USB クーブルの USB コネクタ （ miniB タイプ）」を\ 「ハードディスクの 
USB ポート」（こまっすぐじ接続します。 

◎ハードディスクに、添巧の AC アダプタを接続します。 

◎ AC アダプタを電源コンセントじ接続します。 



9本製品の電源を入れます。 

電源スイッチを 「 ON 」 じします。 
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使えるようじしよう 


り 


参考 


電源ランプの点灯 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □ □ 

_□□□□□□□□□□□□ 2 巧 □□□□□□□□□□□□□ _ 


to 本製品を USB ポートに接続します。 

「 USB クーブルの USB コネクタ （ A タイプ）」を USB ポートにまっすぐじ接続 


します。 

USB ポートの場所(こついては\パソコンの取お説明書をご覧<ださい。 




はじめて本製品を接続した場合は 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□a 

[新しいハードウェア]などの画面が表示されたまま消えない 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 晒 □□□□□□□□□□□ 
_□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ _ 


が上で本製品は使えるように設定されました。 

次は、ハードディスクをフナーマットしましよう。 
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確認しよう 


ここでは本製品び使えるかどうかを確認します。 

fuse 2 . 0 インターフェイスに接続する場合 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ USB 2 0 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
-□□□□□□□□□□□□□□a (3 の □□)□□□□□□□□□ _ 


/ 「システムのプロパティ」を開きます。 

[マイコンピュータ]アイコンをちク U ックし、表示された[プ□パ 
テイ]をクリックします。 


2 レ、ードウエア]タブをクリックします。 

Q [デバイスマネージヤ]ボタンをクリックします。 



jj ぶ ] 


をお I ネットつ-ウ部 f ド码 Z]p- ザープのァイル I i 綱 


打、ードウ I アウイザード= 


/、ー ドウ I アウィザードを巧って、ハードウ1アのイシストール、アシイシストー 
ル、 肖 ij 蹄、惜祗巧口外し、わよ Uis 走げできます。 

n - ドウ I アウイザードか)...」 


-デバイス マネージ t- 


デバイスマネ-ジャは、エ/ピュ-クじイシスト-ルされているすバての A - ド 
ウ I アデバイスを表示します。デバイス7ネーみを博って、宮デバイスのブ 
□バティを蛮是;できます。 

ドライバの置をを)... 


デバイス マネーみ (耻. 



3 クリック 


4 [表示]一[デバイス(種類別)]を選択します。 


①ク IJ ツク 


欄が A ) 1ホ元ん! 11仁峡 I 庶丽度 


②クリック 


で 


I 

デバイスお目則) ( E ) 

デバイス術棉自 ij ) 咕) 
リソ-ス觸美刷) ( Y ) 

リリ-ス（枯結目 ij ) 咱） 


臟丽 


藍 


が表示のデバィスの表示站^) 
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確認しぶう 


5 USB コントローラの 名前を確認します。 

① [USBdJniversal Serial Bus ) コント □— ラ]の左じある囚をク U ック 


します。 

^その下び表示されます。 

◎ USB コント□ーラの名前を確認します。 



USB (Universal Serial Bus) nVhjI—5 


Intel 82371 AB/EB PCI to USB Universal Host Controller4 

卜〇 DATA USB2-IDE/ATAPI Bridge Adapter 

USB ルー H 、 プ 


1 ② 確認 




USB コントローラの名前は". 

□ □ □ □ □ USED Control I er[] □□□□□□□□□□□□□ 

USB コントローラが 2 つ]^上ある場合があります 

□ □□□□□□□□ぶ田 □□□□□□□□□□□□□□□ 

USB コント ローラに [!] が付いている 

DDDDDDDDU 5 BDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□ 


ら [表示]一[デバイス(接続別)]を選択します。 


①ク IJ ツク 


J 悚巧地 L 示 ( vl | j 和* I 麵函賣 IJ 理_ ^ 


②クリック 


IJ ^ I 

寻>りス なモ軍自日 II 乂 F ) 

r デバイス很棉自 ij ) が 

リソース q ま実目目 
|凹ース很結則)咱） 


が表示のデバィスの表示邮^) 


7 USB コントローラの 名前を探します。 

手順 5 で確認した USB コント□ーラを探します。 

@画面例は次ページ） 



USB コントロ ーラの位置は • • ■ 

DDDLBBODDDDDDDPaDDDDDDDDDDD 
□ 的 □□□□□□ AZPI (Advanced Cbnf i gurati on and Power I rt erf ace) 
曰翊 □□□□□□ PCD □□□□□□□ □ 


3 己 














































確認しぶう 


8 USB コントローラの下を確認します。 

USB コント□ーラの下じあるドライバを確認します。 


Intel 82371 AB/EB PCI to USB Universal Host Controller] 


7 探す 1 

を USB ル-トハプ _ 

[ 白を卜〇 DATA USB2-IDE/ATARI Bridge Adapter 

r 巧確認 







[ USB ルートハブ]に！;!]が付いている 

DDDDDDDDU 5 BDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□ 

[1-0 DATA USB 2- IDE/ATAPI Bridge Adapter ] に！;！]が付いている 

□ □□□□□□□□□□□□□□ (3 の [][] )□□□□□□□□□□□□ 

[1-0 DATA USB 2- IDE/AT API Bridge Adapter ] がない 

□ □□□□□ 倒凹 ）□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


9 「デバイスマネージャ」を閉じます。 

画面ち上じあるぶ1をク IJ ックします。 


36 






フナーマットしよう 


本製品をフスーマットします。 

本製品は、最初(こ一度フスーマットしなければ使えません。 

ここでは 、 Windows 2000でフスーマットする手順(こついて説明します。 

フナーマットすると、データはすべて消去されます " 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


□□□□□□□□□□□□□□ 

Windows 2000と Windows Me /98 とで併用する場合は 

Wndov^ W98n □□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

Wndov^s 2000 □ □□□□□□□□□ Wndov\s W9 祖 □□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□(10 迅 □□)□□□□□ 

□ □□□□ 

本製品は「ダイナミックディスク J として使えません 

ぶの □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ Wndov\6 2000 □ □□□□□□ 
-□□□□□□□□□□□□□□□口 _ 


参考 


本手順をする際は、 Administrator 権限でログオンして〈ださい 

Wndov\s 2000 □ □□□□□□□□□□□□□□□□ Adnhni stratorQ □ □ 
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フスー マツ ト しよう 



ディスクの署名 


まず、ディスクじ署名を行います。 



/ 「コン ピュータの管理」を起動します。 

[マイコンピュータ]をちク IJ ックし、メニュー巧の[管理]をクリック 
します。 

2 [ディスクの管理]をクリックします。 

[記憶域]一[ディスクの管理]をク U ックします。 

与 「ディスクのアップグレードと署名ウイプード」び表示されます。 




r ディスクのアップグレードと署名ウィザード J が表示されない 

即 □□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□ (32D □□)□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□ 

即 □□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ (4 の □□)□□□□□□□□□ 
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フス'—マツトしよう 


3 [次へ]ボタンをクリックします。 



4署名するディスクを選び、[次へ]ボタンをクリックします。 



39 



































フスーマツトしよう 


巧設定を確認して、[完了]ボタンをクリックします。 

選択した設定び正しいことを確認して[完了]ボタンをクリックします。 
^署名び行われます。 



次ぺージの【パーテイシヨンの作成とフナーマット】にお進み 
ください。 
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パ ーテイ シヨ ンの作成とフナーマット 


タス'—マツトしよつ 


/ 「パーティションの作成ウィザード」を起動します。 

フスーマットしたいハードディスクの未割り当ての領域をちクリックし、 
表示された[パーティションの作成]をク U ックします。 

^「パーティションの作成ウイプード」び起動します。 


^- la てィ^ 

® 右クリック 

} 0 

I (C：) I 

|2加 GBNTFS 

I 正が&ステム） I 

1 卜揣… 1 

1 

②クリック 


ペーンゥク 

74.56 GB 
オンライン 

174.56 GB 

1ホ割り当て 

1バーテイシヨンの巧脱臥.^ 

ド 

づ 




プロバ了イ(巧 

ヘルプ(ピ） 



2 [次へ]ボタンをクリックします。 
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フスーマツトしよう 

3 [次へ]ボタンをクリックします。 




拡張パーテイシヨンについて 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□ 

DDDn wndov^ 200 OQ nDDDDDDDnDDDDDDDnDDDDD 


か [次へ]ボタンをクリックします。 


町-テイシヨンの巧ぶウイザード 


バーテイシ3シサイズの巧ち 

"—テイシヨンのサイズを涅んでください。 


パーティションのサイズは、をホディスク巧城阳も小さくおちしてください。 
最大ディスク巧が： 76348 MB 


最小ディスク領域 
ほ巧するディスウ巧撒が: 


| 76 ^ 


±1 MB 


圆 


クリック 


_<戻るお） _[ みへ(が夕I _キャンセル」 



パーテイシヨンサイズについて 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

_D D D n Wndov^ 200 OR DDDDDDnDDDDDnDDDDDDnDD_ 
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フス'—マツトしよう 


5 [次へ]ボタンをクリックします。 


参考 




ぶ] 


ドライブ文宇またはバスのま10当て 

ドライブ义字またはドライブバスをバーティションにき IJ り当てます。 


圆 


‘ドライブ女宇の割り当て曲 、 F ] 

’ドライブけスをサポートするミのフオルタ’(ここのボリュームをマウントする(占 


■ ドライブ文字またはドライブバスを割り当てねい也） 



<戻るを)_1みへ(が_キャンセル」 


ドライブ义字について 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

—_ 


も [次へ]ボタンをクリックします。 



み 


参考 


ファイルシステムについて 

□ □□□□□□□ Wndov^s 2000 □ □□□□□□□□□ NTFSO □□□□□□ 

□ □□□□ 

□□ 翊 □□□□□□□□□ 翊 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □ □ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□(10 亞 □□)□□□□□□□□ 
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フスーマツトしよう 


7設定を確認して、[完了]ボタンをクリックします。 

設定び正しいことを確認し、[完了]ボタンをクリックします。 
パーティションの作成とフスーマツトび行われます。 



フスーマツトじは、容量に麻じた時間びかかります。 

フスーマットび'終むると、「マイコンピュータ」（こハードディスクのアイ 
コンび表示されます。 


がディスウ1 

パ; ーシ ツウ 


( F ：) 

74.56 GB 

74.56 GB 

ホ乃む 

7オーマクト中：拉输 



がディスウ1 

パ; ーシ ツウ 


( F ：) 

74.56 GB 

74.56 GB NTFS 

ホ乃む 

正巧（システム） 
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フス'—マツトしよう 


8 本製品のアイコンを確認します。 

①[マイコンピュータ]アイコンをダブルク IJ ックします。 

◎ [マイコンピュータ]の中(こハードディスクのアイコンび増えている 
ことを確認します。 

^これび本製品のアイコンです。 

r I 確認 



み 


参考 


ハードデイスクのアイコンが増えていない 


本製品のアイコンの見分け方 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□ 

作成したパーティションの次回からのフナーマットについて 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□ 


が上で本製品はフ ナーマッ トされました。 

フォーマット後は、再起動せずにそのまま本製品を使えます。 
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基本操作じついて 


本製品を使う上での操作じついて説明します。 


操作 

本製品の電源を入れる 

本ぺージ 

本製品の電源を切る 

本製品を接続する 

48ぺージ 

本製品を取り外す 



本製品の電源を入れる 



電源スイッチを ON じしたままで、電源の入ったパソコンじ接続すると、電源び入り 
ます。（電源連動機能） 


み 


参考 


電源連動機能 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

DDDDDDLBBODDDDDDDDDDDDDDDDDDDOsDDDD 

□ □□□□ 

《 i DCmECTD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□ 


p " 本製品の電源を切る 4 


操作 

•パソコンー本製品の順に電源を切る 

本ページ 

•パソコンの電源を切らずじ本製品の電源を切る 

次ページ 


•パソコンー本製品の順に電源を切る 

パソコンの電源を切ると、自動的(こ本製品の電源ち切れます。（電源連動機能) 
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•パソコンの電源を切らずに本製品の電源を切る 


基本操作じついて 


お 

USB 2.0 インターフェイスをお使いの場合 

□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

/ 

タスクトレイのリ厶ーバブルツールをクリックします。 



2 表示された [1-0 DATA USB 2- IDE ---] をクリックします。 

表示された [1-0 DATA USB 2- IDE/ATAPI Bridge Adapter •••] を 
クリックします。 

複数同じ表示びある場合は、表示されるドライブ文字で区別します。 




「取り外しができない J という内容のメッセージが表示された 

即 □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

. 文 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□•□□□ い □□□□□□ 
□ □□□□□(□□□□)□□□□□□□□□□□□ 


3 [0 K ] ボタンをクリックします。 



4本製品を USB ポートから取り外します。 

与電源連動機能じよって、本製品の電源は切れます。 
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基本操作じついて 


本製品を接続する 


パソコンの電源を入れていてち切つていてち\本製品を接続できます。 

/本製品の電源スイッチを ON にします。 

2 本製品を USB ポートに接続します。 

_ 本製品を取り外す _ J 

/本製品の電源を切ります。 

操作は、〔本製品の電源を切る] (46 ページ）をご覧ください。 

2 本製品を USB ポートから取り外します。 
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Windows Me /98 でお使いの場合 



ソ^ —タット しよフ . 54 

本製品をフスーマツトします。 



確認しよう _1 . 60 

本製品び使えるよう(こなつたか確認します。 

基本操作について 1 . 63 



本製品を使う上での操作じついて説明します。 
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使えるようじしよう 


はじめて本製品を接続する際の手順じついて説明します。 



USB ケーブルを使えるようにする 



USB クーブルを使えるようじします。 

^ I まだ USB ケーブルを接続しないで〈ださい 

ぶの □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□ 52[] □□□□□&□□□□□□□□□□ 

弊社製 USB 2. 0機器をすでにお使いの方へ 

□ □□□□□□□□□□□□□の同□做2.0 (!：□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□ の曙 □□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □脚2.0 0 □□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


/パソコンに接続しでいる全ての USB 機器を取り外します。 

をての USB 機器（キーボード、マウスを除く）を取り外します。 


2 Windows Me / 98 を起動します。 

パソコンの電源を入れて 、 Windows Me /98 を起動します。 

3 「 HDA . HDP / US 2 シリーズサポートソフト」を挿入します。 

「HDA ‘ HDP / US 2 シリーブサポートソフト」を CD - ROM ドライブじ挿入します。 

4 [ DDSETUP ] アイコンをダブルクリックします。 

[マイコンピュータ] 一 [ HDAPUS 2_ xxx ] 一 [ USB 2 CC ] 一 [ DDSETUP ] の順 
(こダブルクリックします。 

义 xxxQ □□□□□□□□□ 

順にダブルクリック 

H 今忽今 D 今謀 

マイ ]> ピューク HDAPUS2_xxx USB2CC DDSETUP 
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使えるぶうじしぶう 


巧[インストール]を選択します。 

[インス!-ール]を選択し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
与自動でインストールされます。 



このような画面が表示されたときは 

Xt □晒□□□□□□□□□□(□□□□□の□□□□□□□□□□□凹 
□ □□(翊凹 ）□□□□□□□□ 


DDSETUP 


A 查《一機織な端げ占誤^^^^^^^ 

I: J);K ; i| 


も [ OK ] ボタンをクリックします。 


ドが f スドライが t 7 卜わ : r ,v 


み 



USB 2.0 CC のインストールがが了しまし; 


7 「 HDA - HDP / US 2 シリーズサポートソフト」を取り出します。 
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使えるようじしよう 


接続する 


S ハードディスクにケーブル、 AC アダプタを接続します。 

① 「 USB クーブルの USB コネクタ （ miniB タイプ）」を\ 「ハードディスクの 
USB ポート」じまっすぐ(こ接続します。 

◎ハードディスクに、添付の AC アダプタを接続します。 

◎ AC アダプタを電源コンセントじ接続します。 



9本製品の電源を入れます。 

電源スイッチを 「 ON 」 （こします。 



り 


参考 


電源ランプの点灯 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
_ DDDDDDDDDDDDDDD 26 DDDDDDDDDDDDDD _ 
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使えるようじしよう 


to 本製品を USB ポートに接続します。 

「 USB クーブルの USB コネクタ （ A タイプ）」を USB ポートにまっすぐじ接続 
します。 

USB ポートの場所じついては\パソコンの取お説明書をご覧<ださい。 




はじめて本製品を接続した場合は 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□a 

[新しいハードウ X ア]画面が表示されたまま消えない 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 咽 □□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


が上で、本製品は使えるようになりました。 

次は、ハードディスクをフナーマットしましよう。 
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フナーマットしよう 


本製品のつスーマット(こついて説明します。 

フォーマット すると、 データは すべて消去されます 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

下で説明する ASPIFORM を使って〈ださい 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □ □ F 曰 SKD F 瞧 TD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


ASPIFORM でフナーマツトしよう 


パーテイシ ヨンコ ンバートツールを使わないでください 

/^Pl FCRIMD □ □ □ □ FATl の □□□□□□□□ FAT16^ FAT32D □ □ □ □ 

□ □ □ (Wndov\s I\^98n FAT32D □□□□□□)□□□□ FAT32D □□□□□□ 

□ □□□□ 

FAT32D □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ yOSPI FCRIMH FI FI FI FI FI 

FATien nnnnnnnnnnnn FAT32n nnnnnnnnnnnnnnn 

n n n n n 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

本製品が外の外付ハードディスクを、できるだけ取り外してください 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

パーティションは、最大5つまで作成できます 

媒円 FCRMD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

マウスでの操作はできません 

□ □□□□ い ]…[ 一 ][ 卜 ] □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

パーティションは、最大5つまで作成できます 

媒円 FCRIMD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


参考 


ASPIFORM とは？ 

媒円 FCRIMD Wndov\6 |\^98 〇 □□□□□□□□□□□□ 
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フス'—マツトしよう 


/ 「 HDA . HDP / USZ シリーズサポートソフト」を挿入します。 

「 HDA ‘ HDP / US 2 シリーブヴポートソつ卜」を CD - ROM ドライブじ挿入します。 

2 [ ASP I FORM ] アイコンをダブルクリックします。 

[マイコンピュータ] 一 [ HDAPUS 2_ xxx ] 一 [ HDD ] 一 [ ASP I FORM ] の順(こ 
ダブルクリックします。 

义 xxxQ □□□□□□□□□ 


^順にダブルクリック 

H 今忽今じ!今 巳 

マイコシピュータ HDAPUS2_XXX HDD AS 門 FORM 

g 本製品を選択し、■キーを押します。 




み 


参考 


「対象ドライブが見つかりません J と表示された 

□湖 FCRIMD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□( 10 の □ 

□ )□□□□□□□□ 

本製品がどれか分からない場合は 

□ •□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ ( 卿 [][] )□□□□□ 
DD 2 DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

他の外付ハードディスクも表示されます 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

内蔵 CD - ROM ドライブなどが表示されることがあります 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


己己 

































フスーマツトしよう 


か 「( F ) FDISK フナーマット」 を選択し、■キーを押します。 



各項目の詳細について 

参考 —□□□□□□湖 FCRIMD □□□□□□□□□ 畑 □□)□□□□□□□□□□ 


5 「似パーテイシヨンの作成」を選択し、■キーを押します。 




も パーティションの容量を入力し、■キーを押します。 

最初、設定できる最大容量び表示されます。最大容量のまま設定する場合 
は、そのまま-キーを押します。 

設定したい容量を入力する場合は、 [ Backspace ] キーで表示されている 
容量を削除した後、設定したい容量を入力して<ださい。 


ンの作成 


パーティション容量を M / S イト単位で入力してください. 
実隙の客量はシリンダ単位に調壁されます. 

入力可能節囲は39〜57239です 
57の9_ 一 

〇〜9:入力 ENTER : み定 ESC : 中止 


賴だ?杉 
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フス'—マツトしよう 


7容量を確認し、「実行」を選択しで、■キーを押します。 



8 ファイルシステムを選択します。 

^フスーマツトび開始されます。 




ファイルシステムについて 

□ □ 6 [] □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□ 翊 □□□□□□□□ [FAT32D □□□□□□□□□□□□□ 

□ □翊 □□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□(10 迅 □□)□□□□□□□□□□ 


9 「 FAT 32 ファイルシステム」の場合、が下が表示されます。 

画面上のメッセージを確認し、作成してち良いなら「はい」を選択し、 ■ 
キーを押します。 



FAT 32 が選巧されました. 


[ 確 I 。1 

FAT 32 ファイルシステムに巧応してし、なし、 
0 S ( Windows 95 0 SR 2 より古いバージョン 
や MS - DOS など）では、 FAT 32 で作成した 
バーティションにはアクたスできません. 

作成してもよろしいですか？ 

itewil いいえ 


選択し、’キー 


h 移動 ENTER : み定 E 沈:中止 
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フスーマツトしよう 


/0下のように表示されたら、■キーを押します。 


つオーマツトが完了しました . ENTER キーを巧して下さい . 


//ハードディスクの容量が残っている場合は、繰り返します。 

ハードディスクの容量び残っている場合は、さら(こノーティシヨンを作成 
できます。手順5からの作業を繰り返し行い、残りの容量を確保して<だ 
さし、。 

12 [ ESC ] キーを「4回」押し、 ASP I FORM を終了します。 

13 ウィンドウが消えない場合は、过ボタンをクリックします。 
化 「 HDA . HDP / USZ シリーズサポートソフト」を取り出します。 
巧 パソコンを再起動して〈ださい。 

が上でフ ナーマ ットは終了です。 

与「マイコンピュータ」（こ本製品のアイコンび表示されます。 


参考 


作成したドライブの次回からのフ ナーマ ットについて 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
_ □□□□ _ 
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フスーマツトしよう 


-1ハーアィンヨンの削除 I 

DDDDDDDDDDDDDDDDD 

^[ディスク初期化 

□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□a 

DDDDDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□ 

ディスクデータ消去 ] ^^[簡易データ消去 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

^ I 完全データ消去 I 


パーテイシヨンのフオーマット 


パーテイシヨンの作成 _ I 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□口 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


パーテイシヨン状態の表示 _I 

DDDDDDDDDDDDDDDDD 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□口 

nnnnnnnnnnnnnnnnnnn 


DDDDDDDDDDDDD 


DDDDDDDDDDDDD 


DDDDDDDDDDDDD 

FDISK フオーマット 


F 







□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 


□ □ □ 
□ □ □ 
□□の【 


DID 
5 ( _ 

Z B ^ 
□ぶ □ 



□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
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確認しよう 


ここでは本製品び使えるかどうかを確認します。 

fuse 2 . 0 インターフェイスに接続する場合 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ USB 2 0 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
_ DDDDDD 9 DDDDDDDDD _ 


/ 「システ厶のプロパティ」を開きます。 

[マイコンピュータ]アイコンをちク U ックし、表示された[プ□パ 
ティ]をクリックします。 

2 [デバイスマネージャ]タブをクリックします。 


3 [種類別に表示]を選択します。 


2クリック1 

1 _ 1 

3クリック 





创を- 

ィ スタ 

シャ 1 ハ-ドウ I ア ブ の 7 イル 1バ 7 才- マシス1 


桂須目1た表示の r 巧結目りじ表示に） 


4 USB コントローラの 名前を確認します。 

[ユニバーサルシリアルバスコント□ーラ]の下(こある USB コント□ーラの 
名前を確認します。 


確認^^^ 


Mun, □- 


Intel 02371 AB/EB PCI to USB Universal Host Controller | 
I-O DATA US 巨 2-ID E/AT A PI Bridge A^pter 

USB ルートハプ 


み 


参考 



USB コントローラの 名前は". 

□ □□□□ぶの Control I 色の □□□□□□□□□□□□□ 

USB コントローラが2つが上ある場合があります 

□ □□□□□□□□ ぶ田 □□□□□□□□□□□□□□□ 

USB コントローラに [!] が付いている 

DDDDDDDDU 5 BDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□ 
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確認しぶう 


5 [接続別に表示]を選択します。 


システムのブ□"テイ 


をおデバイスマネ-ジャIハ-ドウIアブのァイルIバ 7 ォ-マシスI 
广 桂須目 ij じ表示の が巧結目りじ表示に） 


?j xiL 



ら USB コントローラの 名前を探します。 

手順4で確認した USB コント□ーラを探します。 



USB コントロ ーラの位置は • • ■ 

DDDLBBODDDDDDDPaDDDDDDDDDDD 
□ 的 □□□□□□ Advanced Cbnf i gurati on and Power I rt erf ace {ACPI) 
曰翊□□□□□□□□□□□□□曰翊 □□□□□□□□ 


7 USB コントローラの 下を確認します。 


USB コント□ーラの下じあるドライバを確認します。 


[1 . み Tntel F!?rl71 AR/FR POT tn I 即 I Inivfirsfll Hnst OnntrnllRrT" 


回み USB ルート A プ 

白''を卜〇 DATA USB2-IDE/ATAPI Bridge Adapter 

白''巧 T-n DATA I I^R?-TnF/ATAPT M 。。。 引 … gp Cnntmllw. 


- 16 探す 


7 確認 



[ USB ルートハブ]に！;!]が付いている 

DDDDDDDDU 5 BDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□ 

[1-0 DATA USB 2- IDE/AT API Bridge Adapter ] 、または [1-0 DATA 
USB 2- IDE/ATAPI Mass Storage Control ler ] に！;！]が付いている 

□ □□□□□□□□□□□□□a じの問 ）□□□□□□□□□□□□ 

[1-0 DATA USB 2- IDE/ATAPI Bridge Adapter ] 、または [1-0 DATA 
USB 2- IDE/ATAPI Mass Storage Controller ] がない 

_□□□□□□ (52D □□)□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ _ 


s 「デバイスマネージャ」を閉じます。 

画面ち上じある之！をク IJ ックします。 
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確認しよう 


9本製品のアイコンを確認します。 

①[マイコンピュータ]アイコンをダブルクリックします。 

◎ [マイコンピュータ]の中にハードディスクのアイコンび増えている 
ことを確認します。 

与これび本製品のアイコンです。 

r 巧認 

Me ハードディスクのアイコンが増えていない 

—□□□□□ 咽 □□□□□□□□□□□□□□ (9CI □□)□□□□□□□□ 
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基本操作じついて 


本製品を使う上での操作じついて説明します。 


操作 

本製品の電源を入れる 

本ぺージ 

本製品の電源を切る 

本製品を接続する 

65ぺージ 

本製品を取り外す 



本製品の電源を入れる 



電源スイッチを ON じしたままで、電源の入ったパソコンじ接続すると、電源び入り 
ます。（電源連動機能） 


み 


参考 


電源連動機能 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

DDDDDDLBBODDDDDDDDDDDDDDDDDDDOsDDDD 

□ □□□□ 

《 i DCmECTD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□ 


p " 本製品の電源を切る 4 


操作 

•パソコンー本製品の順に電源を切る 

本ページ 

•パソコンの電源を切らずじ本製品の電源を切る 

次ページ 


•パソコンー本製品の順に電源を切る 

パソコンの電源を切ると、自動的(こ本製品の電源ち切れます。（電源連動機能) 
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基本操作じついて 


>パソコンの電源を切らずに本製品の電源を切る 


り 

^参考. 


USB 2.0 インターフェイスをお使いの場合 

□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


タスクトレイのリ厶ーバブルツールをクリックします。 


リムーバブルツール 



2 表示された [. を止める]をクリックします。 

複数の USB 機器を接続している場台は、 [ ……を止める]の後に表示さ 
れるドライフ''文字じて区別します。 




「取り外しができない J という内容のメッセージが表示された 

©□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

《□□□□□□□□□□□□□□□□•□□□□一 □□□□□□□□□□ 
_ □ 口仰ロロ ）□□□□□□□□□□□□ _ 


3 [ OK ] ボタンをクリックします。 



Me 他の USB 機器を取り外す場合 

AT —□□□□□□□□□□□□□□□晒□□□□□□□□□□□□□□凹, 


4 本製品を USB ポートから取り外します。 

^電源連動機能じよって、本製品の電源は切れます。 
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本製品を接続する 


基本操作じついて 


パソコンの電源を入れていてち切つていてち\本製品を接続できます。 

/本製品の電源を入れます。 

2 本製品を USB ポートに接続します。 

_ 本製品を取り外す _ J 

/本製品の電源を切ります。 

操作は、〔本製品の電源を切る] (63 ページ）をご覧<ださい。 

2 本製品を USB ポートから取り外します。 
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Memo 


6 6 



Mac OS 9 でお使いの場合 


Mac OS 9でお使いの場合は"- 

一参考 J _DDnDLBBl-10DnDDDnDDDDn 


使えるようにしよう 



本製品を使えるようじします。 


初期化しよう 



本製品を初期化します。 


確認しよう 



本製品び使えるよう(こなつたか確認します。 


基本操作について _ I ■ 

本製品を使う上での操作じついて説明します。 


6 8 


7 2 


7 3 


6 7 


















使えるようじしよう 

はじめて本製品を接続する際の手順じついて説明します。 



USB ケーブルを使えるようにする 



USB クーブルを使えるようじします。 

^ I まだ USB ケーブルを接続しないで〈ださい 

ぶの □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

DDDDDDDDDDDDD 6 DDDDDDDDDD 

弊社製 USB 2. 日機器をすでにお使いの方へ 

□ □□□□□□□□□□□□□ の嗎 DLBB 2.0 QCDDDDDDDDD 

□□□□□□□□の曙 □□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

DD 6 DDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □UBBZOCrDDDDDDDDDDDDDDDDD 
_ □ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□_ 


/ Mac OS を起動します。 

パソコンの電源を入れ 、 Mac OS を起動します。 

2 「 HDA . HDP / US 2 シリーズサポートソフト」を挿入します。 

「 HDA ‘ HDP / US 2 シ IJ ーブヴポートソフト」を CD - ROM ドライブじ挿入します。 
与自動で 「 HDA ’ HDP / US 2 シ IJ ーブヴポートソフト」の中び表示されます。 


Q [Install Cypress MSC Driver - J ] をダブルクリックします。 

[ USB 2 CC ] 一 [Install Cypress MSC Dr iver - J ] の順(こダブルク U ックします。 


か 

U3B2CC Install Cypress MSC Driver-J 


順にダブルクリック 

な 今 



参考 


自動で開かなかった場合は ■ 

□ □□□□□□□□□の同 □□□□□ I - D ^ LB 2_ xxxD xxxQ □ □ □ □ □ □ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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4 [ OK ] ボタンをクリックします。 


使えるぶうじしぶう 


インストールは完了しました。 



1 

1^^ 

わリック 


5 「 HDA - HDP / US 2 シリーズサポートソフト」を取り出します。 



接続する 


USB ポートへの接続(こついて説明します。 



ろハードディスクにケーブル、 AC アダプタを接続します。 

① 「 USB クーブルの USB コネクタ （ miniB タイプ）」を、「ハードディスクの 
USB ポート」じまっすぐ(こ接続します。 

◎ハードディスクじ、添付の AC アダプタを接続します。 

③ AC アダプタを電源コンセントじ接続します。 
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使えるようじしよう 


7本製品の電源を入れます。 

電源スイッチを 「 ON 」 じします。 



参考 



電源ランプの点灯 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□□□□□□□ 2巧 □□□□□□□□□□□□□ 


8 本製品を USB ポートに接続します。 

「 USB クーブルの USB コネクタ （ A タイプ）」を USB ポートにまっすぐじ接続 
します。 

USB ポートの場所(こついては\パソコンの取お説明書をご覧<ださい。 



が上で、本製品は使えるようになりました。 
次に、本製品を初期化しましょう。 


7 0 





_ 初期化しよう 

本製品をはじめて初期化する方法を説明します。 

• 初期化します。 

本製品を接続すると、下の画面び表示されます。 
①[名前]じ本製品じ巧ける名前を入力します。 
◎ [フスーマット]を選択します。 

◎ [初期化]ボタンをクリックします。 

^本製品の初期化び始まります。 


このディスクは、このコンピュータで责みをむこ 
とがでをません。ディスクを初期化しますか？ 


をお：[をみホ記ち 
フォーマット ：I Mac 0 S 拓張11 4.4 GB 

II 化し|| L 初期化 J 


80 G バイト Jai 上の本製品をお使いの場合 

D nDFATDDDDnDDDnDDDD 


参考 


[フォーマット]の選択について 

□ 1%:翊 □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


が上で、本製品は初期化されました。 

次に、本製品が使えるか確認しましよう。 























確認しよう 

本製品び使えるかどうかを確認します。 

/本製品のアイコンが表示されている事を確認します。 

デスクトツプ上にノ \ー ドディスクのアイコンび表示されます。 


み 

2 「 Apple システ厶•プロフイール」を開きます。 

[アップルメニュー] 一 [ Apple システ厶•プ□フイール]をク IJ ックし 
ます。 

3 [デバイス煤置）とボリュー厶]タブをクリックします。 

化 [1-0 DATA iU - HD ] を確認します。 

[USB X ] の中に [1-0 DATA iU - HD ] びあることを確認します。 

Mac 0 S 9. 1 の場合 f - 



確認 


USB 0 


.已 G 


が 


が上で、確認は終了です。本製品をお使いいただけます。 


[1-0 DATA iU - HD ] がない 

□ □□□□□ (6田[][] )□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ (聊□□の 
□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□ )□□□□□□□□□□□□ 


確認 


アイコンがない 


7 2 


























基本操作じついて 


本製品を使う上での操作じついて説明します。 


操作 

本製品の電源を入れる 

本ぺージ 

本製品の電源を切る 

本製品を接続する 

次ぺージ 

本製品を取り外す 

本製品をもう一度初期化する 

75ぺージ 



本製品の電源を入れる 



電源スイッチを ON じしたままで、電源の入ったパソコンじ接続すると、電源び入り 
ます。〔電源連動機能） 


り 


参考 


電源連動機能 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

DDDDDDLBBODDDDDDDDDDDDDDDDDDDOsDDDD 

□ □□□□ 

《 i naNsEOD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□ 


p " 本製品の電源を切る 4 


操作 

•パソコンー本製品の順に電源を切る 

本ページ 

•パソコンの電源を切らずじ本製品の電源を切る 

次ページ 


•パ ソコン^本製品の順に電源を切る 

パソコンの電源を切ると、自動的に本製品の電源ち切れます。（電源連動機能) 


7 3 





















基本操作じついて 


•パソコンの電源を切らずに本製品の電源を切る 
/本製品内のボリュー厶をゴミ箱に捨てます。 

ボリュー厶をゴミ箱の上(こ持っていき、放します。 

^本製品のじあるをてのボ IJ ュー厶の表示び消えます。 

ボリュームを捨てる 

國 今厳 

2 本製品を USB ポートから取り外します。 

^電源連動機能じよって、本製品の電源は切れます。 


_ 本製品を接続する _ 2 

パソコンの電源を入れていてち切つていてち、本製品を接続できます。 

/本製品の電源を入れます。 

2 本製品を USB ポートに接続します。 

本製品を取り外す_ J 

/本製品の電源を切ります。 

操作は、〔本製品の電源を切る](前ページ）をご覧<ださい。 

2 本製品を USB ポートから取り外します。 
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基本操作じついて 


本製品をもう一度初期化する 


本製品内に必要なデータがある場合は 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□a 

/本製品のアイコンをクリックします。 

2 [ディスク（装置)の初期化]をクリックします。 

Finder メニューの[特別]をクリックし、表示された[ディスク（装置)の 
初期化]をクリックします。 


ゥ 

特別 

ヘルプ 


ゴミ捐をミに... A お < E ] 

巧 y 化し お E 

ディスクの 巧期化... 1 

ス ■ 1」 ープ 1 


3 初期化します。 

①[名前]じ本製品じけける名前を入力します。 
◎ [つスーマット]を選択します。 

◎ [初期化]ボタンをクリックします。 

^本製品の初期化び始まります。 


a るを‘‘るみち記ち" （(USB，v3.1)) のディスクを 

初期化しますか？ 


るお： I るみち記ち^ 


フォーマブト：I Mac 0S 拉なり 4.4 GB 

E 丰卞ンセル j I 坦去 ) 



[フォーマット]の選択について 

□ 1%：翊 □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

80 G バイトが上の本製品をお使いの場合 

D ^^DCBQ DnFATnDDDDnDDDDDnD 
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Memo 



Mac OS X でお使いの場合 


Mac OS X でお使いの場合は"- 

一参考 J _DDnDLBBl-10DnDDDnDDDDn 


使えるようにしよう _ I . 78 

本製品を使えるようじします。 

初期化しよう _ ]. 80 

本製品を初期化します。 

確認しよう _ ]. 85 

本製品び使えるよう I こなつたか確認します。 

基本操作について I . 87 





本製品を使う上での操作じついて説明します。 


77 


















使えるようじしよう 


はじめて本製品を USB ポートに接続する際の手順じついて説明します。 


接続する_ J 

USB ポートへの接続(こついて説明します。 

/ハードディスクにケーブル、 AC アダプタを接続します。 

① 「 USB クーブルの USB コネクタ （ miniB タイプ）」を、「ハードディスクの 
USB ポート」じまっすぐ(こ接続します。 

◎ハードディスクじ、添付の AC アダプタを接続します。 

◎ AC アダプタを電源コンセントじ接続します。 
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使えるようじしよう 


2 本製品の電源を入れます。 

電源スイッチを 「 ON 」 じします。 



参考 



電源ランプの点灯 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□□□□□□□ 2巧 □□□□□□□□□□□□□ 


3 本製品を USB ポートに接続します。 

「 USB クーブルの USB コネクタ （ A タイプ）」を USB ポートにまっすぐじ接続 
します。 

USB ポートの場所(こついては\パソコンの取お説明書をご覧<ださい。 



が上で、本製品は使えるようになりました。 
次に、本製品を初期化しましょう。 
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_ 初期化しよう_ 

本製品を初めて接続したときの初期化を説明します。 

/本製品が外の USB ストレージを全て取り外します。 

^^1 「スト レー ジ J とは？ 

: □□□□□□□□ 


2 画面が表示されたら、[初期化]ボタンをクリックします。 

=> [Disk Utility ] び起動します。 
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初期化しぶう 


r 


Mac OS 10.1 


] 


/本製品を選択します。 

本製品を見分ける方法じついては、下の参考をご覧<ださい。 


選択 


:〇ポリュ-ムが 这巧されました J 巧巧 t First Aid ■消去バーティション ] [RAID 


►国57.27 GB IBM ¬ 
'S 74.56 CB 


デイスクの說巧 ： SAMSUNG SV 8004 H Media 
全みのサイズ： 74.56 CB (80,060,424,192 バイト） 
巧統バス ： USB 
倭病 ID : 不巧 


り 

^参考. 


本製品を見分ける方法 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □ n □ □ LBB 


2 レくーテイシヨン]タブをクリックします。 


宿 巧 ] First Aid ( 消去 f パーテイシ 3T 


」ク IJ ツク 


3 本製品を初期化します。 

①[フスーマット]を [Mac OS 拡張]じ設定します。 
◎ [0 K ] ボタンをク IJ ックします。 
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初期化しぶう 



[ UNIX ファイルシステム]には設定しないで〈ださい 

UMXDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


パーティシヨンを分けたい場合は 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


化 [パーテイシヨン]ボタンをクリックします。 

^初期化び始まります。 


屯。*を， 


- な 新規ボリユーム在が巧ずると、既なのボリユームは 

1^^ 巧 ずパて消まされます。このみ巧は取 0 消せません。 


このを巧を 巧 6 してら よろしいでずか？ 

^ク IJ ック 

r - - J 

f キで ン セル3 パーテイ シヨ 


が上で本製品を初期化できました。 

次は、85ぺージをご覧になり、正し〈使えるか確認しましよう。 
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初期化しぶう 


r 


Mac OS 10.0.3， 10.0.4 


] 


/ [Drive Setup ] ボタンをクリックします。 

2 本製品を選択します。 

本製品を見分ける方法じついては、下の参考をご覧<ださし、。 


©0 


Disk Utility - Drive Setup 






情巧 マ パ - 

•テイシヨン 


ボリューム 
ディスクのお巧 
全体のサイズ 
接挤バス 
巧抗の 


□ □□□□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□□ 


•mAa か # 

74.53 CB (80.026,361,856 bytes) 
USB 

U known 


参考 


本製品を見分ける方法 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

_ □。□□口 LBB _ 
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初期化しぶう 


3 レくーテイシヨン]タブをクリックします。 

4 本製品を初期化します。 

①[タイプ]を [Mac OS 拡張]じ設定します。 

◎ [パーティション]ボタンをクリックします。 


ボリューム： 


名がホ設定 


巧 巧す. パーティショブ*てで3 


パーテイシヨン方ま：バーテイシヨン 
パーテイシヨン巧が： 


名前：名称未設定 
タイプ： MacOS 化巧 


サイズ： 74.53 

曰□ック 


巧 


クリック 


I 4-①設定 



4-②クリック 


f 削除、グ元に*す^グバーテイシヨン、 



[タイプ： UNIX ファイルシステム]には設定しないで〈ださい 

UNXDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


ハー テイシ 

B 

ンを分けたい場合は 













□ □□□□ 

□ 

□□□□□□□□□□□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


□ □□□□ 

□ 

□□□□□□□□□□□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ 

□ □□□ 


□ 

□□□□□□□□□□□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ 

□ □□□□ 

□ □□□ 

□ 

□□□□□□□□□□□ 

□ 

□ 












5 [パーテイシヨン]ボタンをクリックします。 

^初期化び始まります。 



V 告 I 

ホ視バーディションをがちずをと、既巧のバーティションはずパで消 S され 
まず。この法巧はの0巧せません。このを巧在ま行してもよろしいでずか？ 



が上で本製品を初期化できました。 

次は、次ぺージをご覧になり、正し〈使えるか確認しましよう。 
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確認しよう 


本製品び使えるかどうかを確認します。 

/本製品のアイコンが表示されている事を確認します。 

デスクトツプ上にノ \ ー ドデイスクの アイコ ンび'表示されます。 

確認 




アイコンがない 

□ □□□□□ 閲問 ）□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
DDDDDDDLBBDDDDDDDDDDDDDDLBBDDDDDDDDD 

_□ □□□□□□□□ぶの □□□□□□□□□□□□□ _ 


2 [ Applications ] を開きます。 

①本製品のアイコンをダブルク IJ ックします。 

◎ [アプリクーシヨン]ボタンをク U ックします。 

Q [Apple System Prof i ler ] を起動します。 

[ Utilities ] フスルダー [Apple System Profiler ] の順(こダブルク U ッ 
クします。 


順にダブルクリック 

Utilise を Apple System Profiler 



[装置とボリュー厶]タブをクリックします。 


クリック 
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確認しよう 


5 [1-0 DATA DEVICE ， INC ] を確認します。 

[ USB ] の横に [1-0 DATA DEVICE ， INC ] びあることを確認します。 

Mac 


が 

が上で、確認は終了です。本製品をお使いいただけます。 


0 S 10.0.3 の場合 



[1-0 DATA DEVICE ， INC ] がない 

□ □□□□□ (7 田 □□)□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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基本操作じついて 


本製品を使う上での操作じついて説明します。 


操作 

本製品の電源を入れる 

本ぺージ 

本製品の電源を切る 

本製品を接続する 

次ぺージ 

本製品を取り外す 

本製品をもう一度初期化する 

89ぺージ 



本製品の電源を入れる 



電源スイッチを ON じしたままで、電源の入ったパソコンじ接続すると、電源び入り 
ます。〔電源連動機能） 


り 


参考 


電源連動機能 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

DDDDDDLBBODDDDDDDDDDDDDDDDDDDOsDDDD 

□ □□□□ 

《 i naNsEOD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□ 


p " 本製品の電源を切る 4 


操作 

•パソコンー本製品の順に電源を切る 

本ページ 

•パソコンの電源を切らずじ本製品の電源を切る 

次ページ 


•パ ソコン^本製品の順に電源を切る 

パソコンの電源を切ると、自動的に本製品の電源ち切れます。（電源連動機能) 
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基本操作じついて 


•パソコンの電源を切らずに本製品の電源を切る 
/本製品内のボリュー厶をゴミ箱に捨てます。 

ボリュー厶をゴミ箱の上に持っていき、放します。 

^ボリュー厶を上に持っていくと、ゴミ箱のアイコンび変わります。 
与本製品のじあるをてのボ U ュー厶の表示び消えます。 

ボリュームを捨てる 

口 ■►藤 

2 本製品を USB ポートから取り外します。 

^電源連動機能じよって、本製品の電源は切れます。 


_ 本製品を接続する _ J 

パソコンの電源を入れていてち切つていてち、本製品を接続できます。 

/本製品の電源を入れます。 

2 本製品を USB ポートに接続します。 

_ 本製品を取り外す _ J 

/本製品の電源を切ります。 

操作は、〔本製品の電源を切る] (73 ページ）をご覧< ださい。 

2 本製品を USB ポートから取り外します。 
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基本操作じついて 


本製品をもう一度初期化する 

み 


/ [ Applications ] を開きます。 

①本製品のアイコンをダブルク IJ ックします。 

◎ [アプ IJ ケーシヨン]ボタンをク U ックします。 

2 [Disk Utility ] を起動します。 

[ Utilities ] フスルダー [Disk Utility ] の順にダブルクリックします。 


本製品内に必要なデータがある場合は 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

_□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


順にダブルクリック 

，に 今冻 

Utilities Disk Utility 

3 【初期化しよう】 （ 80 ページ）をご覧〈ださい。 

表をご覧じなり、 0 S じ合った手順をご覧<ださし、。 
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Memo 


90 



困った時には _ I . 

本製品を使っていて、異常びあったときにご覧ください 


ファイルシステムについて 

つアイルシステ厶じついて説明します。 


サポートソフトの削除 _ 

ヴポートソフトの削除方法を説明します。 


用語解説 

本書のの用語を説明します。 


ハードウてア仕様 


本製品の仕様を説明します。 



















困った時には 


本製品を使っていて、異常びあったとき(こご覧ください。 


共通のトラブル 


本製品を USB ポートじ接続してち認識しない 


本製品を読み書きしていると他の USB 機器び認識しない 

94 

本製品から 0 S を起動できない 


スタンバイから戻ると、ハードディスクび認識されていない 


USB / \ブじ本製品を接続しているとエラーび発生する 


本製品を接続した状態でパソコンを起動すると本製品のアイコンび2 
つ表示3れる 

95 

本製品を接続した状態でパソコンを起動すると、起動の途中でパソコ 
ンび動かな<なる 


本製品の電源ランプび点灯しない 

96 


ndows XP / 2000でのトラブル 


USB クーブルを使えるようじ（または削除)する途中でエラー画面び表 
示される (Windows 2000のみ） 

97 

つスーマットするとエラー画面び表示される 

98 

USB ポートから取り外す際に「デバイスの取り外しの警告」び'表示され 
る 


ndows Me /98 での 


USB クーブルを使えるようじ（または削除)する途中でエラー画面び表 
示される 

99 

•本製品を接続すると、パソコンび'止まる 
-本製品を接続してパソコンを起動すると Safe モードじなる 


USB ポートから取り外す際に「デバイスの取り外しの警告」び'表示され 
る 

100 

PC 98- NX シリーブをお使いで「デバイスマネージャ」タブび表示されな 
い 


ASPIF 0 RM で「巧象ドライブびみつかりません」と表示される 

101 

ASPIF 0 RM で「使用可能領域び不足しています」と表示される 
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困った時には 


Mac OS 9でのトラブル 


接続したまま起動すると本製品のアイコンび変わる 102 


Mac OS X でのトラブル 


「Disk First Aid 」 で意な不明な文きび表示されたり、エラーび発生 
する 
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困った時には 


共通のトラブル 


本製品を USB ポートに接続しても認識しない 

「更新」されていない （ WindDws のみ） 

[マイコンピュータ]の[表示]一[最新の情報(こ更新]を 
クリックしてください。 


接続する USB ポ-卜によっては認識されない 

接続する USB ポートを変えてください。特に USBA ブ(こ接続して 
いる場合は、パソコンの USB ポート(こ変えてみてください。 

E 常に識されでいない 

〔確認しぶう](34, 60,72,85ページ）をご覧(こなり、正常に認識 
されているか確認して < ださし、。 




他の USB 機器にバスを占有されている 
(弊社製 USB-CCD でキヤプチヤしているなど) 


この場合すぐには、認識されません。他の USB 機器の占有び 
終わってから、本製品を USB ポート(こ接続して<ださい。 

機能拡張が競合してぃる 

〔機能拡張の競合解消方法] (104 ページ）をご覧<ださい。 


本製品を読み書きしていると他の USB 機器が認識しない 


本製品がバスを占有している 


この場合すぐには、認識されません。本製品の占有び終わって 
から、 USB 機器を USB ポートに接続してください。 



本製品から 0 S を起動できない 
本製品からの 0 S の起動には対応していない 


本製品から 0 S を起動することはできません。 
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困った時には 


( スタンバイから戻ると、ハードディスクが認識されていない) 

• d 因 • スタンバイから復帰する際に認識されな〈なること 
がある 

本製品を一度取り外し、また接続して<ださい。 


( USB ハブに本製品を接続しでいると エラーが 発生する ) 

〇ハブによ〇てはホ製 pUp が E 勘こ動作しない 

USB ハブから本製品を取り外し、パソコンの USB ポートに接続し 
て < ださし、。 


f 本製品を接続した状態でパソコンを起動すると本製品のアイ 

コンが2つ表示される 

USB 機器からの起動に対応したパソコンに接続して 
ぃる 

ノ\°ソコンの設定じより、 USB 機器から起動できないよう(こして 
ぐださし、。 

詳しい方法じついては、パソコンの取お説明書をご覧(こなるか 
パソコンメーカー(こお問い合わせください。 


f 本製品を接続した状態でパソコンを起動すると、起動の途中 

パソコンが動かな〈なる 

USB 機器からの起動に対応したパソコンに接続して 
ぃる 

本製品を接続したままでは起動できません。 

本製品を取り外してから、パソコンを起動してください。 
パソコンび起動し終えたら、本製品を接続してください。 
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困った時には 


本製品の電源ランプが点なしない 


電源スイッチ囊にな〇ていない 

本製品の電源スイッチを ON (こして<ださし、。 

AC アダプタが電源コンセントに接続されていない 

AC アダプタを電源コンセントじ接続してくださし、。 

電源連 lb 機能が働ぃてぃる 

本製品(こ添巧の USB クーブルを接続している場台、電源スイッチ 
を ON じしただけでは電源ランプは点灯しません。 

電源連動機能じついては、26ページの参考をご覧<ださし、。 

ホ製品が故障している可能性がある 

弊な修理係じご依頼 < ださい。 (11 5ページ参照） 
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Windows XP / 2000 でのトラブル 


困った時には 


■ブルを使えるように（または削除)する途中でエラー 
画面が表示される （Windows ZOOO のみ） 


USB ケーブ, 
画面が表牙 


USB 機器を接続している 


USB 機器を接続したままで、 USB クーブルを使えるようじ（または 
削除)できません。 

下記の手順を行って < ださい。 


/ [0 K ] ボタンをクリックします。 

与エラー 画面び閉じます。 


クリック 


A 


をての77リクー从をが了してから、再度本：?でウうムを実 f 北てください。 。 


…'りに.'' 



USB の CD-ROM ドライブをお使いの方へ 

□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ LBBD CDROfl □□□□□□□□□□□□□□□□□ (1 〇巧 □□)□□□□ 

□□□□□□□□ 


2 パソコンに接続しでいる全ての USB 機器を取り外します。 

本製品を含おをての USB 機器（キーボード、マウスを除 <) を取り外し 
ます。 

3 もう一度、作業を巧います 

〔使えるようじしよう] (30 ページ)か、〔サポートソつ卜の削除] (107 
ページ)の手順を行って < ださい。 
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困った時には 


フナーマットするとエラー画面が表示される^ 

フナ-マットが完了する前に終了している 

「ディスクの管理」でパーティションの作成とフスーマットを 
した場台、じ(下のメッセージび表示され、フスーマットび完了 
せず(こ「パーティションの作成ウイプード」び完了する場合び 
あります。 


「ボリュー厶は開かれているか、または使用中です。 
要求を完了できません。」 

この画面び表示されたが態では、フスーマットはされていませ 
んび、パーティションの作成は終わっています。 

この画面び'表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックし、画面を 
閉じます。「ディスクの管理」から、作成されたパーティショ 
ンをちク IJ ックし、表示された[つスーマット]をク IJ ックす 
ることじより、作業び完了します。 


( USB ポートから取り外す際に「デバイスの取り外しの警告」 

が表示される 




取り外しの正しい手順を巧っていない 


〔•パソコンの電源を切らずじ本製品の電源を切る](27,47 
ページ）をご覧<ださい。 
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困った時には 



Windows Me /98 でのトラブル 



■ブルを使えるように（または削除)する途中でエラー 
画面が表示される 


USB ケーブ, 
画面が表牙 


USB 機器を接続している 


USB 機器を接続したままで、 USB クーブルを使えるようじ（または 
削除)できません。 

下記の手順を行って < ださい。 


/ [0 K ] ボタンをクリックします。 

与エラー 画面び閉じます。 



クリック 



USB の CD - ROM ドライブをお使いの方へ 

□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ LBBD CDROfl □□□□□□□□□□□□□□□□□ (1 〇巧 □□)□□□□ 

□□□□□□□□ 


2 パソコンに接続しでいる全ての USB 機器を取り外します。 

本製品を含おをての USB 機器（キーボード、マウスを除 <) を取り外し 
ます。 

3 もう一度、作業を巧います 

〔使えるようじしよう] (50 ページ)か、〔サポートソつ卜の削除] (107 
ページ)の手順を行って < ださい。 
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困った時には 


( •本製品を接続すると、パソコンが止まる 

V - 本製品を接続してパソコンを起動すると Safe モードになる 




本製品の接続や電源が正常ではない 


〔接続する] (52 ページ）をご覧じなり、接続と電源を確認して 
ぐださし、。 


( USB ポートから取り外す際に「デバイスの取り外しの警告」 

が表示される 



取り外しの正しい手順を巧っていない 
〔•パソコンの電源を切らずじ本製品の電源を切る] (64 ペー 
ジ）を行ってから、取り外して<ださし、。 



PC 98- NX シリーズをお使いで「デバイスマネージャ」タブが 
表示されない 


I 过口 ■ [デバイスマネージャ]タブが表示されない設定に 
なつている 


/ 「Cyber Trio - NX セットアップ」を起動します。 

[スタート]一[プ□グラ厶] 一 [Cyber Trio - NX ] ( [ NX ユーティリ 
テイ]， [ NX の設定]) 一 [Cyber Trio - NX セットアップ]を起動します。 


2 「アドバンスドモード」にします。 

「アドバンスドモード」（こチェックし\ [0 K ] ボタンをクリックします。 


3 Windows を再起動します。 

自動で再起動されます。 
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困った時には 


ASP I FORM で 


「対象ドライブがみつかりません」と表示される 


本製品の接続や電源が正常ではない 


/ ASP I FORM を終了します。 

[ ESC ] キーを数回押し、 ASP I FORM を終了します。 

ウインドウび'残る場台は、ボタンをクリックしてウインドウを閉じま 
す。 


2 接続と電源を確認します。 

〔接続する] (52 ページ）をご覧(こなり、接続と電源を確認します。 


( ASPIF 0 RM で「使用可能領域が不足しています」と表示される) 

■網 ■ すでにパ-ティシ3ンはか成されている 

フスーマツトの必要はありません。そのままお使い<ださい。 
パーティションを作り直したい場合は、本製品巧の必要なデー 
夕をノ \'ツクアツプした後で、 〔ASP I FORM の処理の容じついて] 
(59 ページ）をご覧じなり、「簡易データ消去」を行い、 

〔フスーマツトしよう] (54 ページ）の手順を最初から行って 
ぐださし、。 
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困った時には 


Mac OS 9でのトラブル 



接続したまま起動すると本製品のアイコンが変わる 




USB マネージャのバージョンによっては、 USB 機器を 
接続したまま起動すると、 0 S 標準のドライバが使わ 
れる 


弊なでは、 USB マネージャ1.3.5， 1.3. 6で現象を確認しており 


ます。 

このような場合、本製品を接続せずにパソコンを起動し、 0 S び 
完全(こ起動してから接続して < ださし、。 


f " Mac OS X でのトラブル J 

f 「Disk First Aid 」 で意味不明な文字が表示されたり、 

V エラーが 発生する_ _ , 

• d 因 I ボリュー厶(パーティション）の名前に日本語が 
使れれている 

意な不明な文字び表示されるだけの場合は、動作に問題はあり 
ません。 

エラーび表示される場合は、半角英数字のみを使って名前を 
付けて < ださし、。 
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困った時には 


USB の CD - ROM ドライブを使っている 
場合の解決方法 _ 

これは、 〔 USB クーブルを使えるようじ（または削除)する途中でエラー画面び表示 
される](97, 99ページ）の問題解決のための手順の1つです。 

/ 「 HDA . HDP / USZ シリーズサポートソフト」を挿入します。 

CD - ROM ドライブじ、「 HDA ‘ HDP / US 2 シリーブヴポートソつ卜」を挿入 
します。 

クデータをデスクトップにコピーします。 

「 HDA ‘ HDP / US 2 シリーブヴポートソつ卜」巧の [ USB 2 CC ] つオルダを、 
デスクトップ(こコピーします。 


コ ピー方ま 




















®DDDDDD 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ 

(D の同 □ □ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 







③口 U5B 20 U D 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 








®DDDDDD 

□ 

□ 

□ 

□ 

一 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

®DDDDDD 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 










©□□□□□□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □□ 

=>D LBB2QCn 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 








3 「 HDA - HDP / US 2 シリーズサポートソフト」を取り出します。 

4パソコンに接続している全ての USB 機器を取り外します。 

本製品を含ををての USB 機器（キーボード、マウスを除 <) を取り外し 
ます。 

5 [ DDSETUP ] アイコンをダブルクリックします。 

[ USB 2 CC ] 一 [ DDSETUP ] の順にダブルクリックします。 

この後\エラー画面び表示された手順に戻り\作業を続けてください。 
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困った時には 


機能拡張の競合解消方法 _ 

これは、〔本製品を USB ポートじ接続してち認識しない] (94 ページ）の問題解決の 
ための手順の1つです。手順例は 、 Mac 0 S 9.1 のちのです。 

/ 「機能拡張マネージャ」を開きます。 

[アップルメニュー]一[コント□ールパネル]一 [機能拡張 マネー 
ジヤ]をクリックします。 


2 [セット]を [Mac OS XX 基本]に設定します。 

义 XX (こは Mac OS のバージョンび入ります。 



S [セットの複製]ボタンをクリックします。 

与 [セット]び [Mac OS XX 基本のコピー](こなります。 


化 [Cypress MSC Driver ] に [ x ] を付けます。 

5 [再起動]ボタンをクリックします。 

=^Mac OS び再起動します。 



6 本製品の動作を確認します。 

ハードディスクのアイコンび画面に表示されていることを確認します。 
また、他の周辺機器やソフトウエアび動作することちご確認ください。 
動作しない場合は、それぞれ再インストールしてください。 
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ファイルシステムじついて 


ハードディスクを複数の 0 S で併用して使う場台は、併用する 0 S のすべてで認識でき 
るつ アイルシステ厶じてノ ーティシヨンを作成しな < てはいけません。 

ここでは、各 0 S びどのつアイルシステ厶じ巧/®しているかじついて説明します。 


^ 0 S 毎の使用できるファイルシステム J 

0 S (こよって、使用できる（作成できる）ファイルシステ厶び異なります。 

複数の 0 S でノ\ー ドディスクを併用する際のノーティションの作成時には、下の表を 
参照して併用できるファイルシステ厶を確認して < ださし、。 

例えば 、 Windows Me と Windows 2000では、 「 FAT 32」「 FAT 16( FAT )」 のファイル 
システ厶でハードディスクじパーティションを作成（フスーマット）すれば併用で 
きます。 (「 NTFS 」 でパーティションを作成すると併用できな < なります。） 


使用 0 S (バージョン） 

ファイルシステム 

NTFS 

FAT 32 

FAT 1 B 

( FAT ) 

Wndov \6 

X 

〇 

〇 

Wndov \6 98 

X 

〇 

〇 

Wndov \6 2000 

〇 

が1 

が2 


〇 :使用巧 X :使用不可 


が □□ 翊 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 20471 MD □ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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ファイルシステ厶じついて 



ファイルシステ厶とその特徴 j 


•Windows XP / 2000 


ファイル 

システム 

特徴 

m=s 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 408,00 0, OOOTD □ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ □ Wndov\6 W98n □□□□□□□□□□□ 

FAT32 

□ □ □ 

□ □ □ □ Wndov^s W98n □□□□□□□□□ FAT32D □□□□□□□ 

DDD2TDDDDDDDDDDDDD 

FAR 16) 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□仰 □□□□□□ 

□ □ □ □ Wndov\6 98nDDDDDDDDDDD 2,047IMD □□□□□□ 

□□□□□□□□□□ 


•Windows Me /98 


ファイル 

システム 

特徴 

FAT32 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD2TDDDDDDD 

FAT16 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 2,0471 MD □□□□□□ 
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_ サポー トソフトの削除 

サポートソフトの削除方法(こついて説明します。 


操作 

Windows での削除 

本ぺージ 

Mac OS 9での削除 

109ページ 


Mac OS X をお使いの方へ 

: DDDDDDDDDDD^^cCBXDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


"" Windows での削除 ^ 

/本製品を USB ポートから取り外します。 

〔本 製品を取り外す](48, 65ページ）を参照して<ださし、。 

2 「 HDA . HDP / US 2 シリーズサポートソフト」を挿入します。 

「HDA ‘ HDP / US 2 シリーブヴポートソフト」を CD - ROM ドライブじ挿入します。 

3 [ DDSETUP ] アイコンをダブルクリックします。 

[マイコンピュータ] 一 [ HDA _ US 2_ xxx ] 一 [ USB 2 CC ] 一 [ DDSETUP ] の順 
(こダブルクリックします。 

乂 xxxQ □□□□□□□□□ 

順にダブルクリック 

国今遂卡 亡! 卡が 

マイコシピューク HDA _ US 2 _m USB2CC DDSETUP 

4 [アンインストール]を選択します。 

[アンインストール]を選択し、 [0 K ] ボタンをク IJ ックします。 


①選択 


②ク IJ ツク 
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ヴポー トソフトの削除 

巧 [0 K ] 


6 [0K] 


7 「 HDA - HDP / US 2 シリーズサポートソフト」を取り出します。 

8 [はい]ボタンをクリックします。 

与パソコンび再起動されます。 

これでサポートソフトの削除は完了です。 



ボタンをクリックします。 


テ4パ4イスドライ At 7ンインスト-ラ 


クリック 


USB 2.0 CC の7ンインスト-ルを P 月おします。 

堅イン7■卜-ルき巧わなし喘合はキトンセルきウリ川してください。 

] _ キ权セル^ 




ボタンをクリックします。 


を 


USB 2.0 CC の7ンインスト-ルがが了しました。 


ク U ック1 


...り.に.. 


本手順後に他の USB 機器の認識が異常になる場合は 

参考 J □□□□□□□□□ぶの □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


これで rusB ケーブル J の削除は完了です。 


108 







































サポートソフトの削除 


Mac OS 9での削除 

/本製品を USB ポートから取り外します。 

( 〔本製品を取り外す] (74 ページ)参照） 



2 [機能拡張]を開きます。 

[起動ボ IJ ュー厶]一[システ厶フオルダ]一[機能拡張]の順にダブル 
クリックします。 


順にダブルクリック 

( 7 ^ 今な今な 

. システムコ , ルブ 

3 [Cypress MSC Driver ] を削除します。 

機能拡張の中じある [Cypress MSC Driver ] をゴミ箱じ捨てます。 

ゴミ箱に捨てる 

湿今强 

Cgpress MSC Driver ゴミ巧 

化 パソコンを再起動し、「ゴミ箱を空に」します。 

これで rusB ケーブル用ソフトウェア J の削除は完了です。 


み 


参考 


「機能拡張マネージャ J を起動すると 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□ 

■^■DCKDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□ 
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用語解説 


|i •CONNECT [アイ コネクト] 

巧蔵型の各種 I DE / ATAP I ドライブを外付型デノ\'イスとして幅広く活用する 
ためじアイ*スーび考案した接続用コネクタ規格。 
i ‘ CONNECT 搭載ドライブは、別売の i ‘ CONNECT 巧/®オプションと接続する 
ことじより 「 USB 」 接続、 nEEE 1394( FireWire ， i . LINK )」 接続、または 
「 PC カード」接続ドライブとして使用できる。 



i -CONNECT 対応ナプションの動作環境 

□ □□□□□□□□ htt|D://w/wiodata.co.jp/a □□□□□□□□□□□ 

□ □□□ 

i-CONNECT 対応オプションのセットアップ 

i □dNsEOD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

i -CONNECT 対応ナプション使用時のご注意 

DDDDDUSBDDDDDDDi □aMNEOD □□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

□ i DQCNNEaD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ □ 

□ □□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□ 2 巧 □□□□□□□□□□□□□ 


USB (Universal Serial Bus) [-l —エスヒー J 

パソコンと周辺機器を接続する規格の1つです。接続のしやすさ、増設の 
しやすさなどの特徴びあります。また 、 「USB 1.1」と 「USB 2.0」の2つ 
のバージョンびあります。 


最大転送速度（理論値） 

USB 0 480Mbps 
IEEE 1 394 4Q0Mbps 
USB 1.1 I 12Mbps 















用語解説 


フナーマット 

ハードディスクを使えるようじするためじ必要な作業。 
他(こ\イニシャライブや初期化などと呼ぷことちある。 







ハードウ X ア仕様 


• HDA - iU シリーズ 


□ □□□ 

HDA - iU 40 

HDA - iU 60 

HDA - iU 80 

HDA - iU 120 

□ □□□□(□□□)& 

約 40 G 

約 60 G 

約 80 G 

約 120 G 

□ □□□□□ 

512 Bytes 

□ □□□ 

117( H ) X 33( W ) X 187( D)nn 

□□□□□□□□□□ 

USB 2.0、 i-CONNECT 

□ □□□ 

AC 100 V ±10% 50/60 HZ 

□ □□□□□□ 

温度 +5 〜+%で（パソコン動作範囲であること） 

湿度20〜80% 

(結露なきこと，パソコン動作範囲であること） 

□ □ 

AC アダプタ 5 V 1.5 A ，12 V 1.0 A 

□ □□□ 

約 1.1 kg ( AC アダプタを除く） 


义 □□□□□□□□□□□□□□ 職□□□1,000,卿 □□□ 
1巧 □ □ □ 1000 MD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


参 USB ケーブル 


対応規格 

i ’ CONNECT 規格および USB 2. 0準拠 

転送方式 

コント□ール転送/バルク転送/インタラプト転送 

転送速度 

USB 2.日 480 Mbps (理論値） 

USB 1.112 Mbps (理論値） 

動作温度 

+5で〜35で 

動作湿度 

20〜80% (結露なきこと） 

外形寸法 

44 ( W ) X 56 ( L ) X 14 ( H ) run 

(コネクタおよびクーブル含まず） 

ケーブル長 

約 100 cm 

質量 

約 80 g 


























サポートセンターへのお問い合わせ 


■お知らせいただ〈事項 

1. お客様の住所*氏名*郵便番号*連絡先の電話番号及び FAX 番号 

2 . ご使用の弊な製品名。 

3. ご使用のパソコン本体と周辺機器の型番。 

4. ご使用の 0S とアプリクーシヨンの名称\ ノ \'ージヨン及びメーカー名。 

5. 現在のが態(起こったタイミング\本製品や画面\ メッセージなどじついて)。 


■オンライン 


イ J り ーイツト http://www.iodata.co.jp/support/ 


■郵便 


住所 干 920-851 3石 j 11県金が市桜田巧 2 T 目84番地 
アイ•スー*データ第2ビル 
株巧会なアイ*スー*データ機器サポートセンター 
「 HDA - iU シ IJ ーブ」係宛 


■電話 • FAX 


電話番号 

金が 

076-260-3688 

東京 

03-3254-1095 1 

電話受け付け時間 

9:30〜19:00月〜金曜曰（祝祭曰を除 <) 

FAX 番号 

金ミ尺 

076-260-3360 

東京 

03-3254-9055 J 


本製品に関するお問い合わせはヴポートセンターのみで行っています。ずめご了承ください。 












画_サポー h ソフトのバージョンアップ 

入手方法はソ下の通りです。 

■オンライン_ 

I サぷート フイ y フリ httpV/www. lodata. jp/l ib/ 


■サービス窓口からの郵送 

下記の窓□までお問い合わせ < ださい。（送料及び手数料はお客様負担) 


f 住所干 920-8513 石川県金が市桜田面 2 T 目84番地 ] 


アイ.スー.デー 

夕第2ビル 


株式会社アイ*スー* 

データ機器サービス窓 □ 


「 HDA - iU シ| J ーブ」 

宛 

電話番号 

076-260-3663 


受け時間 

9:30〜12:0日13:00〜 17:0 C 

I 月〜金曜曰（祝祭曰を除 <) 


ごを意 

参スンラインによるダウン□ー ドはお客様の責任のちとで行ってくださし、。 

参添付ソフトウエアの中には、当サービス巧象外のソフトウエアちあります。 










修理について 


修理の前に 


故障かな？と思ったときは\ 

①本書をちう一度ご覧いただき\設定などをご確認ください。 

◎弊なヴポートセンターへお問い合わせください。 

( 〔サポートセンターへのお問い合わせ]をご覧<ださい） 

明らかに故障の場合は\下記の客を参照して\本製品をお送り<ださい。 


修理について 


本製品の修理をご依頼される場合は\ I ソ下の事項をご確認<ださい。 

•内部のデータについて 

-検查の際には\の部のデータはすべて消去されてしまいます。 

(厳密な検查を行うためです。どうぞご了承ください。） 

.乂 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
. 弊社では、データの修復は行っておりません。 


• お客様が貼られたシールなどについて 

修理の際に\製品ごと取り誓えることびあります。 

その際\表面に貼られているシールなどは失われますので\ご了承<ださい。 

•修理金額について 

•保証期間中は\無料修理いたします。 

ただし、ハードウェア保証書(こ記載されている「保証規定」じ該当する場合 
は\有料となります。 

.乂 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

-保証期間び'終了した場合は\有料じて修理いたします。 

.乂 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□ 

•お送りいただいた後\有料修理となった場合のみ\往復はびきじて修理金額 
をご案のいたします。 

修理するかをご検討の上\検討結果を記入してご返送<ださい。 

(ご依頼時に FAX 塞号をお知らせいただければ\修理金額を FAXI こて連絡させ 
ていただきます。） 

修理しないとご判断いただきました場合は\無料でご返送いたします。 






修理じついて 


修理品の依頼 


本製品の修理をご依頼される場合は\ I ソ下を行って<ださい。 


•メモに控え、お手元に置いて〈ださい 

お送りいただ<製品の製品名\ハードウェアシリアル N 0.\ お送りいただいた 
曰時をメモ(こ控え、お手元(こ置いてください。 

•これらを用意して〈ださい 

• 必要事項を記入した 本製品のハードウェア保証書(コピー不可） 

-下のの客を書いたちの 

□ □□□□□/□□/(□□□) 岡□□，□□□□□□□□□□□□□□， 

□ □□□□□□□□□□ 翊□□，□□□□□□□□□□□□ 

•修理品を捆包して〈ださい 

-上で用意した物を修理品と一緒に栖包して<ださい。 

-輸送時の破損を防ぐため\ご購入時の箱*栖包巧じて栖包して<ださい。 

.乂 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

•修理をご依頼〈ださい 

•修理は、販売店へご依頼いただ<ろ\下の送が巧までお送り<ださいます 
ようお願いいたします。 

.乂 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
•送巧の際は\紛失等を避けるため\ち配便か書留郵便小包でお送り<ださい。 


送巧巧 干 920-851 3石 j 11県金が市桜田巧 2 T 目84番地 

アイ•スー-データ第2ビル 
株巧会なアイ*スー*データ機器修理係宛 


修理品の返送 


-修理品到着後\通常約1週間ほどで弊社より返送できます。 

.乂 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

-修理品の返送曰じついては I ソ下の窓□じお問い合わせ<ださし、。 

•サービス窓口 

お問い合わせの際は\ご依頼の際にメモに控えた巧客をお伝え<ださい。 


電話番号 

076-260-3663 

受け時間 

9:30〜12:00 13:00〜17:00 


月〜金曜曰（祝祭曰を除 <) 












